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家庭の夕べのためのアイデア

クラスや家庭において，『リアホナ』を

使ってより効果的に福音を教

えるために，このページに

提案されているアイデアを

役立てることができます。

「モザンビークの安らぎの

家」10ページ――奉仕

について，聖文から学

べることを話すよう家

族に勧めてください（マタイ25：40；

モーサヤ2：17－18参照）。自分の住

んでいる地域から一家族を選び，記

事の中の物語を参考にして，その家

族に有益な計画を立てて，実行して

ください。

「神会の特質」34ページ――ジョセ

フ・スミスの最初の示現について話し

てください（ジョセフ・スミス―歴史

1：15－20参照）。この経験か

らジョセフ・スミスが学んだ

真理について話し合ってく

ださい。記事の3つの項

目を家族に割り当て，

神会について末日聖

徒が信じていること

を，人に説明できるようなロール

プレーを行ってください。

「選択の自由を賢明に使う」36ペー

ジ――「必ずしもいつも正しい判断を

下せないのはなぜでしょうか。」この

問いの答えを家族に紙に書いてもら

います。スペンサー・W・キンボール

姉妹たちの楽しい集まり
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イエス・キリストをしんらいします。――お二方
ふたかた

はやくそく

をかならずはたされます。

大管長の言葉を参照して，家族が書

いた答えについて話し合ってくださ

い。河田兄弟の話を読み，なぜ彼が

正しい選択をすることができたのか

を話し合ってください。自分が正しい

選択をしたときに受けた祝福につい

て話してください。

「神殿について話す」40ページ――

神殿の写真を見せ，神殿について感

じている事柄を，家族一人一人に尋

ねてください。末日聖徒でない人が神

殿についてどのように思うか，家族に

想像してもらいます。記事から質問を

幾つか選び，自分ならどう答えるかを

家族と話してください。記事中の提案

に家族の答えを追加してください。

「気高い道を歩む」F2ページ――

可能であれば，周囲より高くなってい

る道をドライブするか，歩いてくださ

い。「成功と幸福に続く気高い道を歩

む」とはどういう意味かを話し合って

ください。その場所で，家族でゴード

ン・B・ヒンクレー大管長の話をよく読

み，「成功と幸福に続く気高い道を歩

む」という目標を達成するために具体

的にできる事柄を確認してください。

青少年
10 モザンビークの安らぎの家
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遠
い昔，はるかかなたの地で，イエス

は人々の間を巡って教えを説かれま

した。そのとき，よく理解できるよう

にと，度々たとえを用いられました。耳を傾け

る人々の生活を，家の建築になぞらえて話さ

れることもよくありました。主は「大工の子」1

として知られた御方ではなかったでしょうか。

イエスはこうおっしゃいました。「内わで分
わか

れ

争う……家は立ち行かない。」2 後に主はこの

ように警告されました。「見よ，わたしの家は

秩序の家であり，混乱の家ではない，と主なる

神は言う。」3

1832年12月27日，オハイオ州カートランドで

預言者ジョセフ・スミスを通して与えられた啓示

の中で，主はこのように説かれました。「あなた

がた自らを組織しなさい。すべての必要なもの

を用意しなさい。そして，一つの家，すなわち

祈りの家，断食の家，信仰の家，学びの家，栄

光の家，秩序の家，神の家を建てなさい。」4

永遠にわたって住める家を，賢明にそして

適切に築き上げるための設計図として，これ以

上ふさわしいものがあるでしょうか。

わたしたちは文字どおりの意味で，永遠の

家を建てる建築家です。しかし熟練した職人

ではなく，建て方を習い始めたばかりの見習い

です。うまく建てるには神の助けが必要です。

使徒パウロが語った教えは，わたしたちに必

要な確信を与えてくれます。「あなたがたは神

の宮であって，神の御
み

霊
たま

が自分のうちに宿って

いることを知らないのか。」5

自分が紛れもなく神の霊の息子であり娘で

あることを忘れなければ，祈りによって天の御

父と交わるのは難しいことではありません。わ

たしたちが「生命」と呼ぶこの未加工の原材料

が持つ価値を，天の御父はよく御存じです。

「人の価値が神の目に大いなるものであること

を覚えておきなさい。」6 この主の言葉は人生

における目的を教えてくれます。

主イエス・キリストを信じる信仰を働かせる

なら，進むべき道へと導いてくれる教師が与え

られます。主はこう招いておられます。

「すべて重荷を負うて苦労している者は，わ

たしのもとにきなさい。あなたがたを休ませて

あげよう。

わたしは柔和で心のへりくだった者である

から，わたしのくびきを負うて，わたしに学び

なさい。そうすれば，あなたがたの魂に休み

が与えられるであろう。

わたしのくびきは負いやすく，わたしの荷は

軽いからである。」7

イエスについてこのような記述があります。

「イエスはますます知恵が加わり，背たけも伸

び，そして神と人から愛された。」8 わたしたち

は主と同じように成長を遂げようと決意してい

るでしょうか。聖文の一節には，わたしたちの

主である救い主を称賛して，次のように記され

わたしたちは

文字どおりの意味で，

永遠の家を建てる

建築家です。

しかし

熟練した職人ではなく，

建て方を

習い始めたばかりの

見習いです。

うまく建てるには

神の助けが必要です。
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ています。「イエスは，……よい働きをしながら，……巡回さ

れました。」9

信者の模範
パウロは愛するテモテにあてた手紙の中で，わたしたちが

自分自身を向上させる方法を明らかにすると同時に，「だれ

かが，手びきをしてくれなければ，どうしてわかりましょう」10

と深く考えたり問いかけたりする人々に援助の手を差し伸べ

ています。

パウロのテモテに対する答えは，わたしたち一人一人に霊

感による勧告を与えています。パウロの知恵にあふれる勧告

を注意深く読んでみましょう。「言葉にも，会話にも，慈愛にも，

霊にも，信仰にも，純潔にも，信者の模範となりなさい。」11

まさにわたしたちのために与えられたこの厳粛な教えを，

よく味わってみましょう。

第1に，言葉において模範になりなさいとあります。「あ

なたがたの言葉が互いに教化し合うのに役立つようにしなさ

い」12 と主はおっしゃいました。

日曜学校で歌った大好きな賛美歌の歌詞を覚えているで

しょうか。

やさしき言葉は心に

永
と

遠
わ

に輝かん

互いに語り合わん

やさしき言葉を 13

メアリー・ボイソン・ウォール姉妹について考えてみましょう。

彼女は1913年にソルトレーク神殿でドン・ハービー・ウォール

兄弟と結婚しました。81回目の結婚記念日を祝って間もなく，

ドンは103歳で亡くなり，後にメアリーも亡くなりました。

『チャーチニューズ』（Church News）の記事の中で，彼女は，

結婚生活を長続きさせ，長生きする秘
ひ

訣
けつ

は，優しい言葉を語

り合うことであると述べました。メアリーはこう語っています。

「優しく語り合うことがわたしたちにとって有益だったのは，そ

のためにお互いが助け合い，相手に不親切な言葉を言わな

いよう〔心がけることが〕できたからです。」14

第2に，会話において模範となってください。1987年10月

の総大会でゴ－ドン・B・ヒンクレー大管長はこう宣言しまし

た。「汚れた言葉を口にする人は，自分自身を汚してしまう

のです。では汚れた言葉を口にするのが習慣になっている

人は，どうしたらやめることができるのでしょうか。まず，変

わろうと決心することです。もし悪いと分かっている言葉を

使いそうになったら，口に出さないようにしてください。口を

つぐむか，別の言い方で話してください。」15

フランソワ・ダ・ル・ロッシュフーコーはこのように述べてい

ます。「言葉に思いやりがある人や，話していて楽しい人が

少ないのは，ほとんどの人が，明確な受け答えをすることよ

りも，自分の言いたいことに心が向いているからです。」16

第3に，慈愛において模範となってください。コリント人

への手紙には次のような美しい真理が語られています。「愛

はいつまでも絶えることがない。」17

自然災害への教会の迅速な対応はすばらしいものです。

これまで非常に多くの地域で自然災害が起きてきました。教

会が最大の救援手段を携えて被災地に一番乗りすることもし

ばしばです。このように惜しみなく援助を差し伸べる組織は，

ほかにも見られます。

慈愛とは何でしょうか。モロナイは父モルモンの語った言

葉をこのように記録しています。「この慈愛はキリストの純粋

な愛であって，とこしえに続く。」18

生活の中で慈愛を行動に移す模範を示した人に，ジョー

ジ・アルバート・スミス大管長（1870－1951年）がいます。第

二次世界大戦直後に，教会はヨーロッパで苦しんでいる聖徒

たちに送る防寒用の衣類を集めました。当時十二使徒定員

会会員だったハロルド・B・リー長老（1899－1973年）と十二

使徒補助であったマリオン・G・ロムニー長老（1897－1988

年）は，衣類がどれほど集まったかを視察するために，ジョー

ジ・アルバート・スミス大管長を案内してソルトレーク・シ

ティーのウェルフェアスクウェアを訪れました。彼らは，教会

員が呼びかけに快くこたえてくれたことに感動しました。二

人の長老が見守る中，スミス大管長は寄付された大量の衣

類や靴を箱詰めする人たちをじっと見ていました。二人は大

管長の頬
ほお

を涙が伝うのを見ました。やがてスミス大管長は，

自分の着ていた真新しいオーバーコートを脱ぐと，こう言い

ました。「どうぞこれも送ってください。」

リー長老とロムニー長老は大管長に言いました。「いいえ，

大管長。いけません。これを送るわけにはいきません。ここ

は寒いので，コートが必要です。」

けれども，スミス大管長は引き下がろうとしませんでした。

こうして大管長のコートはほかの衣類と一緒に，暗く長い夜

が続き衣類と食べ物が不足しているヨーロッパに送られたの

です。荷物が到着すると，喜びと感謝の声が上がり，ひそか

に祈りがささげられました。
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第4に，霊において模範であってください。

詩篇の作者はこのように書いています。「神よ，

わたしのために清い心をつくり，わたしのうちに

新しい，正しい霊を与えてください。」19

わたしは17歳のときにアメリカ海軍に志願

し，カリフォルニア州サンディエゴの新兵訓練

所に入所しました。最初の3週間は，「海軍で

の訓練は，新兵に生き抜く方法を教えるので

はなく，新兵を殺すのが目的なのだろうか」と

思えるほど厳しいものでした。

サンディエゴで迎えた最初の日曜日のことを

わたしは決して忘れないでしょう。兵曹長が言

いました。「今日
きょう

は全員教会に出席する。」そこ

でわたしたちは練兵場に整列しました。兵曹

長は大声で言いました。「カトリックの者は，

キャンプ・ディケーターで集会を行う。前へ進

め。3時まで戻って来るな。」たくさんの兵士

が行進して行きました。兵曹長は次に「ユダヤ

教の者は，キャンプ・ヘンリーで集会を行う。

前へ進め。3時まで戻って来るな。」先ほどよ

りも小さな集団が動きだしました。次に兵曹長

は言いました「残ったプロテスタントの者は，

キャンプ・ファラガットの講堂で集会を行う。

前へ進め。3時まで戻って来るな。」

わたしの心の中を，「モンソン，おまえはカト

リックではない。ユダヤ教でもない。プロテス

タントでもないのだ」という思いが駆け巡りまし

た。わたしは毅
き

然
ぜん

として立ち続けました。数百

人の男たちがわたしのそばを行進して行った

ように感じました。そのとき，わたしの前では

かつて一度も口にしたことがないような，兵曹

長の優しい言葉が耳に入りました。「おまえた

ちは一体どこに所属しているのかね。」兵曹長

は「おまえたち」と複数形で呼びかけたのです。

練兵場でわたしの後ろにだれかが立っている

ことをそのとき初めて知りました。わたしたち

は声をそろえて言いました。「わたしたちはモ

ルモンです。」兵曹長は頭をかき，当惑した表

情を浮かべてこう言いました。「よし，行ってど

こかに集会の場所を探せ。3時まで戻って来

るな。」わたしたちは行進して行きました。ま

るで，初等協会で習った次のような歌のリズミ

カルな拍子が聞こえてくるかのようでした。

モルモンとして勇気を持とう

一人でも気高く立ち

福音を固く守り

人々に知らせよう
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第5に，信仰において模範であってください。

スティーブン・L・リチャーズ第一副管長

（1879－1959年）は信仰について次のように語

りました。「人間よりも優れた力が存在すること

を認めても，決して人間の価値が下がるわけ

ではありません。善行と高
こう

邁
まい

な目的を自分より

も優れた力によって達成できる，という信仰を

持つならば，人はその優れた力を備えた御方

のおられる，より高い目的地と，より高貴な特質

を目指し，この世の苦しみにあっても励ましを

受けることでしょう。……人は信じ，祈り，答

えが与えられるという望みを持ち続けなけれ

ばなりません。真心から祈りながら努力するな

らば，必ず答えが与えられます。それこそがま

さに信仰の真髄なのです。」20 謙遜
けんそん

に求める人

には必ず神の恵みが授けられます。

ミニー・ルイーズ・ハスキンズは，この原則を

美しい詩に表しました。

時の門に立つ者に向かい，わたしはこう言った。

「未知の世界へ安心して行けるように光を下

さい。」

彼は答えた。

「暗闇
くらやみ

に入り，あなたの手を神の手にゆだね

なさい。

光に照らされた明るい道を歩むより，その方

があなたのためになり，歩き慣れた道を歩むよ

り安全である。」21

最後に，純潔において模範であってください。

「主の山に登るべき者はだれか。その聖所に

立つべき者はだれか。

手が清く，心のいさぎよい者，その魂がむな

しい事に望みをかけない者，偽って誓わない

者こそ，その人である。

このような人は主から祝福をうけ，その救
すくい

の

神から義をうける。」22

デビッド・O・マッケイ大管長（1873－1970

年）はこう言いました。「わたしたちの国の安

全は，家庭の清さと強さにかかっています。家

族を強めることに関して，そして善い両親の影

響に関して，家庭は世界で最も神聖な場所で

なければならないという教えが……教会にあ

ることを，神に感謝します。教会の人々は家庭

の建設者であり，家庭は世の悪影響から保護

され，清く安全であるべきだということが，子

供から年長者に至るまで，世界中で教えられ

ています。」23

何
年も前に，

ワイオミング州

スターバレーで

開かれた

ステーク大会に

出席しました。

そこで

子供のときに

ウィンターズ会長から

祝福か確認の儀式を

受けたことのある人，

また，聖任や任命，

個人的な助言，

あるいは祝福を

受けたことのある人は

全員起立するよう

求めました。

その結果は

驚くべきものでした。



御父の感謝
何年も前に，ワイオミング州スターバレーで開かれたス

テーク大会に出席しました。そこではステーク会長会が再組

織されました。解任されたステーク会長，E・フランシス・

ウィンターズ兄弟は，それまで23年間という長期にわたって

忠実に責任を果たしてきました。生来控えめな性格でしたが，

ウィンターズ兄弟はスターバレーのすべての人にとって，常に

心のよりどころとなっていました。ステーク大会の当日，会場

は満員で，外に人があふれ出るほどでした。人のために自

分の生活を顧みることなく働いてきたこの気高い指導者に対

して，一人一人が心の中で「ありがとう」と言っているように

感じました。

話す順番が来て，立ち上がると，わたしはそれまでに一度

もしたことがなく，その後も一度もしたことのない，あること

をするよう御霊の導きを受けました。フランシス・ウィンター

ズ兄弟がどれほど長くステーク会長を務めたかを述べてか

ら，子供のときにウィンターズ会長から祝福か確認の儀式を

受けたことのある人は起立して，そのまま立っているように

求めました。次に，彼から聖任や任命，個人的な助言，ある

いは祝福を受けたことのある人は起立するよう求めました。

その結果は驚くべきものでした。会場にいたすべての人が

起立していたのです。涙があふれて，言葉以上に心からの

感謝を物語っていました。わたしはウィンターズ会長と姉妹

に向かって，こう言いました。「わたしたちは今日，御霊のさ

さやきを受けた証人です。この大勢の人たちは，各自の感謝

の念だけでなく，すばらしい人生を歩んできたお二人に神が

感謝しておられることを示しているのです。」その日の集会

に集まった人の中で，主の御霊が語る言葉の証人となったと

きの気持ちを忘れる人はいないでしょう。

フランシス・ウィンターズ兄弟はまさに，「言葉にも，会話に

も，慈愛にも，霊にも，信仰にも，純潔にも，信者の模範」

だったのです。24

われら受けし信仰持ち，

殉教者の持つ真理を信じ

戒め守らん，

手に心に霊にも 25

わたしたち一人一人が，そうできますように，へりくだって

祈ります。■

ホームティーチャーへの提案

このメッセージをよく祈って研究した後，あなたが

教える人々の参加を促すような方法を用いて分かち

合ってください。幾つかの例を以下に紹介します。

1．家を建てる過程について家族と話し合う。4段

落目を声に出して読む。「永遠の家を建てる建築家」と

して家族が神から受けた助けを紹介するよう勧める。

2．木片や紙コップ／マグカップ，積み木などで小

さな「家」を造る。それぞれには，欽定訳1テモテ4：

12に述べられている6つの要素を記したラベルを付

ける。一つ積むごとにモンソン副管長がその要素に

ついて述べた言葉を読む。一つ一つの要素がなぜ大

切だと思うか，考えを分かち合ってもらう。自分に

とって「信者の模範」となっている人について考える

ように言う。

3．この記事のE・フランシス・ウィンターズの話を

紹介し，主の設計図に従うときに得られる祝福につい

て証
あかし

を述べる。
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扉を開けた二人
アダムは，自分がしなければならなかったこ

とを行っただけです。アダムはある良い動機で

その実を食べました。それにより，皆さんやわ

たし，またすべての人をこの世に送り出す扉が

開かれました。アダムとエバはエデンの園にと

どまることもできました。エバがあることをしな

かったなら，彼らは今日
こんにち

までエデンの園にいる

ことができたでしょう。

いつの日か，母なるエバと話す機会に恵まれ

るとしたら，エバに感謝したいと思います。その

実を口にするようアダムに勧めたからです。アダ

ムはその誘いに応じました。その結果，子供た

ちがこの世に生まれて来ることになりました。

……エバがアダムにそのような影響を及ぼさな

かったとしたら，またアダムが最初に与えられた

戒めに従って行動していたとしたら，二人は今で

もエデンの園にとどまったままで，わたしたちは

ここにはいなかったでしょう。この世に来ること

はなかったでしょう。ですから，聖書に……「人

の恥ずべき堕落」と説明した先ほどの注釈者は

大きな間違いをしたことになります。

さて，アダムは主から期待されたことを実行に

移しました。なぜなら，アダムの行為によって死す

べき状態に通じる扉が開けられたからです。そし

て，わたしたちは，ほかのいかなる場所において

も，またほかのいかなる方法をもってしても受ける

ことのできない，死すべき状態における訓練を受

けるためにこの死すべき世にやって来ました。わ

たしたちがこの世にやって来たのは，あらゆる祝

福と試練を経験するためであり，死すべき状態で

死すべきこの世から得られる教訓，あるいは死す

べきこの世に置かれている間に得られる教訓を

学ぶためでした。だからこそ，苦痛や病を受ける

ア
ダムはエデンの園に置かれたときに，

永遠の父なる神の前にいました。アダ

ムは御父と語り，御父もアダムと語られ

ました。しかし，あることが起こりました。それは

起こらなければならなかったことです。アダムは

ある実を口にしました。わたしの欽定訳聖書に

は，〔注釈者の言葉に〕アダムの堕落は「人の恥ず

べき堕落」〔である〕とあります。しかし，それは決

して恥ずべき堕落などではありませんでした。

アダムがこの地上に生まれたのは死すべき体

をもたらすためでした。その結果，アダムとエバ

は後に生まれてくることになる子孫ともども，永

遠の御父の前から追放されることになりました。

そのときから神の御子はわたしたちの贖
あがな

い主と

なられたのです。……救い主こそ人間と天の

御父との間に立つ御方です。……御子は人間

と永遠の御父との間の仲保者です。天の御父

への祈りがその愛
あい

子
し

の名によらずにささげられ

るのを耳にすることはまずありません。それは

理にかなっています。キリストは御父の代表者

としてこの地上にやって来られました。キリスト

は，御父がどのような御方なのか，御父を礼拝

することがなぜ必要なのか，御父をどのように

礼拝すればよいのかを人間に教えるためにこ

の地上に来られたのです。キリストは御自身の

血を流すことによって，この現世で最も大いな

る業を成し遂げられました。その血は永遠の

父なる神に対して人間が負っている負債を返

済するものでした。そして，この負債は人間が

アダムの堕落以後，受け継いできたものです。
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ようになったのです。わたしたちが主から受けてきたものはすべ

て，主の戒めを守ることによって与えられた祝福です。そしてこ

れからも主に従い，正直で誠実であるならば，日の栄えの完全

な栄光を受ける資格を与えられた神の息子，娘として，永遠の

父なる神のもとへと戻ることができるのです。

死すべきこの世に生きる特権
この日の栄えの大いなる祝福は，死すべきこの世に生きること

なしに人間にもたらされることは，絶対になかったでしょう。だか

らこそ，わたしたちは死すべきこの世に来たのです。わたしたち

は学校，すなわちこの世という学校に通い，経験や訓練を積み，

喜びや苦しみを味わいます。それは，あらゆることにおいて教育

を受け，主の戒めに正直で誠実であることを条件に，神の息子，

娘，イエス・キリストの共同の相続人となる準備をするためです。

また，主の前でいつまでも永遠に子孫が増え続け，満ちみちて，

恐らくは，わたしたちが自らの信仰によって，もろもろの世界を造

り，人を住まわせる準備をするためなのです。

兄弟姉妹の皆さん，祈るときにアダムについて主に感謝しま

しょう。アダムがいなければ，わたしはここにはいなかったでしょ

う。皆さんもいなかったでしょう。そして，だれかが……ある条

件を満たして死すべき体をもたらしてくれるようにと願いながら，

わたしたちは霊として今でも天で待ち続けていたでしょう。

わたしたちは経験，すなわちほかのいかなる方法でも受

けることのできない訓練を受けるために，この死すべき生涯

を送っています。そして〔わたしたちが〕神 と々なるためには，

死すべきこの世という学校で，苦痛，病気，さらにはこの世で

経験することになっているほかの様々な事柄について何かを

学ぶ必要があるのです。

したがって，兄弟姉妹の皆さん，アダムについて不満を漏

らしたり，あのようなことをしなければよかったのになどとつ

ぶやいたりしないようにしましょう。わたしはアダムに感謝し

たいと思います。この地上に生まれ，死すべき状態を経験す

る特権にあずかり感謝しています。教会の会員として，また

神の王国にあって自分に与えられている聖約と義務に正直

で誠実であるならば，わたしは永遠の御父のもとに戻る特権

を与えられるでしょう。そしてこの特権は，日の栄えの完全な

栄光を受ける資格を与えられた神の息子，娘として，わたし

と同様，皆さんにも授けられることでしょう。■

この話は1967年10月の総大会説教を基に，見出しを付加し，句読点や大文字

使用やつづりに関しては現代の表記法に合わせて編集されています。



モザンビークモザンビークの
安らぎの家

の会員と数人の宣教師の働きによって，マリアには今，モザ

ンビークに自分自身の場所と呼べる所があります。

マリアは体は小さくても心は大きな女性です。夫と長女が

家を出て行ってしまったため，マリアは，自

分だけで二人の小さな子供を育

てなければならな

モ
ザンビーク。この名前を聞くと，珍しい野生の動物，

一面に青々と茂った草木，白い砂浜を心に思い浮

かべるかもしれません。恐らく，こうしたイメージ

に促されて地図を広げ，それがアフリカ南東

部に位置する国だと知るのでしょう。しかし，

マリア・ダ・コンセイサオにとって，この国は

我が家なのです。そして

インハミズア支部

奉仕するために集まる
モザンビークの青少年。

モザンビークでは，青少年の献身的な奉仕を通じて，
人々の心に安らぎが与えられています。

ベンジャミン・トーマス・ギャリソン
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ギャリソン長老とマリア・ダ・
コンセイサオ。マリアの家の前で。

医療施設を利用できなかったために，一人が

亡くなり，それから3週間とたたないうちにもう

一人も亡くなりました。死と苦しみはモザン

ビークでは日常茶飯事なのです。

小さな支部の支部長として働いていたわた

しは，マリアのことをほんとうに心配しました。

マリアを助けようと，青少年も成人会員もでき

ることはすべて実行しました。マリアのマチャ

ンバで働く人もいましたし，食物を提供する人

もいました。また，家賃の支払いを助ける人た

ちさえいました。しかし，マリアは一時的でな

く永続する解決策を必要としていたのです。

夜遅く，答えを求めて熟考していたときに，

わたしは霊感を受けました。

それはマリアのために家を

建てるという，青少年の大

がかりなプロジェクトに関

する構想でした。わたし

くなりました。生まれつきの病気で徐々に体力

が衰え，手足が不自由になったマリアは，毎月

大変な思いで家賃を払っていました。失業率の

高いこの国で，仕事を見つけ収入を得るのは

ほとんど不可能なことです。そのような中に

あっても，マリアは生活を切り詰め，最善を尽く

しました。

わたしはモザンビークで専任宣教師として

働きました。初めてマリアと会ったとき，積極

的な態度と生き抜こうという熱意に感銘を受

けました。自活して二人の子供を養い，土でで

きた小さな家の家賃を払うために，自分のマ

チャンバ（畑）で休む間もなく働きました。

教会員は食物と医療費を提供することで，

援助しました。痛ましいことに二人の子供

は病気にかかり，適切な

マ
リアは

助けを

必要としていた。

そのとき

インハミズア支部の

会員と宣教師は，

彼女の人生を少しでも

改善するという話に

もろ手を挙げて

賛成した。

11／ 22 00 00 66 年年 11 月月 号号



は同僚のビスネト長老とともに，この構想を支部の若い会員

たちに持ちかけてみました。するとマリアのために家を建て

るというこの話にもろ手を挙げて賛成してくれたのです。資

金はほとんどなく，なすべき仕事は山ほどありました。しかし，

喜んで協力してくれる人は大勢いましたし，土と木

でできたアフリカの伝統的な家がどう

いうものかは分かっていたので，計画は

やがて具体化し，青少年は仕事に取り

かかりました。

木を抱えて歩く
全員が即座に働き始めました。最初

の仕事，それは木材を手に入れること

でした。

アフリカのジャングルに分け入り，建

築用の木材を集める作業は，気の弱い

人には向いていません。青少年と宣教

師は，沼地の多いうっそうとした草原，

無限に続く水田，植物の生い茂った

ジャングル，腰までもつかるような泥沼

の中を2時間かけて幾度となく往復しま

した。それもこれも皆，マリアの家を建

てる完璧
かんぺき

な木材を探すためでした。マ

シェティ（伐採用の大なた）で細長い木

を切り倒し，運んで帰れるようにと幾つもの束にしました。

青少年の中には，ごつごつした丸太から頭を守る帽子を，背

の高い野生の草で手際よく編む人もいました。

今や，最も困難な行程が始まりました。重い荷物を頭に載

せ，うっそうと茂ったやぶをかき分け，じりじりと照りつける

アフリカの太陽に悪戦苦闘しながら，木材の束を運んで帰り

ました。そのような中にあっても，青少年は笑みを浮かべシ

オンの賛美歌を歌いながら歩きました。

アルベス・エリディオ・エギマネ・ラサオ（18歳）はこう語っ

ています。「仕事はほんとうに大変でしたが，最初から最後

まで楽しんで働きました。」

頑丈で長持ちするようにとの配慮の下に，木の骨組みが一

つまた一つと組まれていきました。惜しみなく働く多くの人

が，プラスチックの細い板を何枚も敷いて屋根を組み立て，

雑草を編んで作ったマットでしっかりと固定しました。屋根

は毎年の雨季に付き物の暴風雨に耐えられるものでなくては

なりません。

泥を造る
泥製の壁から泥製の床，果ては泥団子に至るまで，建築の

ほとんど全工程で，泥は必需品でした。次から次へと大量の

濃い褐色の土を運び込み，水と混ぜ合わせます。何十人もの

青少年と支部の会員たちが押しかけ，手で泥をこね，木

の骨組みの上に塗る作業を手伝いまし

た。まず家の外側から着手し，次に内側

の壁と間仕切りの部分を作りました。壁

が厚さ約10センチの乾燥した強固な泥

で覆われると，家は次第に仕上がってき

ました。室内を仕上げるために特別な

泥を丹念に上塗りして，土間を造り，表

面を硬く水を通さない作りにしました。

全工程，ずっと重労働ばかりでしたが，

陽気な話し声とたくさんの笑顔に満ちあ

ふれていました。宣教師と青少年が何束

もの木，何リットルもの水，そしてこねた

泥を運ぶ姿を見て，近所の人々が目を丸

くしたのは言うまでもありません。

最後に戸をはめ鍵
かぎ

を取り付けて，家は

完成しました。40人を超える会員と多くの

宣教師による，延べ1,000時間以上もの奉

仕の結果，マリア・ダ・コンセイサオは立派

なマイホームを持つことができたのです。

マリアの家は完成しましたが，このプロジェクトに付随し

て，たくさんの良い結果が生まれました。

ヘルダー・マヌエル・トモ（19歳）は，教会員になる前に，こ

の家造りを手伝いました。こう語っています。「マリアの家を

建てるプロジェクトはすばらしいものでした。わたしは，仲

良しであり，間もなく伝道に出る予定だったジョンキエロと

一緒に初めて教会に行きました。教会はほんとうに楽しかっ

たのですが，それでも場違いな所にいると感じました。」

家の建築に時間を割いているうちに，ヘルダーは支部の青

少年と親しくなりました。「自分も教会の一員だと初めて感じた

こととたくさん友達ができたことで，バプテスマを受け，末日聖

徒イエス・キリスト教会の会員となる決意ができました。バプテ

スマはジョンキエロが施してくれました。彼が教会に誘ってくれ

たこと，このすばらしい奉仕のプロジェクトを通じて教会に『溶

け込める』よう助けてくれたことに心から感謝しています。」

ジョンキエロ・アライ・マラシア（22歳）はこう語っています。

「あれは支部の全会員にとってすばらしい奉仕プロジェクトで

した。楽ではありませんでしたが，ほんとうに間違いなく，やり
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モザンビークについて

アフリカ南東部の海に面する

モザンビークは人口ほぼ1,900万，

そのうち約3,000人が教会員である。

教会で339番目の伝道部，

モザンビーク・マプト伝道部は

2005年1月に組織され，

約30人の専任宣教師が働いている。
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がいのある仕事でした。」彼は，このプロジェク

トは支部全体を一つにしたと語っています。

ジョンキエロは次のようにも語っています。

「青少年に心から感謝しています。そして，彼ら

がヘルダーに友情を示してくれたことに感謝し

ています。」ヘルダーは現在支部宣教師として

熱心に働いており，近々伝道に出る予定です。

モザンビークの人里離れた村にある小さな

土地に，福音の原則に対する愛と従順の証
あかし

と

してマリア・ダ・コンセイサオの家が立ってい

ます。マリアとインハミズア支部の会員は，人

生の厳しい試練の中にあっても，良い結果を

出そうと皆がが一つになって働くときに希望が

生まれる，ということを学びました。■

ベンジャミン・トーマス・ギャリソンはモザンビーク・マプト伝道部で

専任宣教師として働きました。

編集者注――インハミズア支部の会員のしたことは，マリアの

家を建てただけにとどまりませんでした。その後，有志と宣教

師で2軒の家を建て直しました。

40
人以上の

有志による

延べ

1,000時間以上の

奉仕によって，

マリアは

新しい家と

より快適な生活を

手に入れることが

できた。



ばらしい教師や指導者，友人たちの助けを受

けることができました。またちょうどそのころア

ロン神権の祭司の職を受け，11歳の妹にバプ

テスマを授けることができました。

新しい言語を学ぶ
その後数年間，フルタイムの仕事に就きなが

ら，夜間学校に通いました。19歳になり，宣教

師申請書を提出しました。フランス，パリ伝道

部への召しを受けた日のことは生涯忘れない

でしょう。そこにはジョセフ・フィールディン

グ・スミス大管長のサインがあり，日付は1972

年6月16日となっていました。スミス大管長が

亡くなるほんの数週間前のことです。

延 と々続く手続きの末にパスポートを手に入

れ（わたしは未成年で，両親は離婚しており，

しかも入隊する年齢だったので，入手が難し

かったのです），申請書を出してから1年半後，

ようやく伝道に出ることができました。フランス

のパリに旅立ったものの，フランス語は学校で

5年間習っただけでしたし，英語はといえば，

まったく分からない状態でした。伝道部では，

ゾーン大会は英語で行われていました。また，

当時南アメリカには神殿がなかったため，エン

ダウメントはまだ受けていませんでした。

伝道を始めて1か月後，ウィリス・Ｄ・ウェイト

伝道部長がわたしとフランス人の若者ジーン・

こ
れまで個人的な経験を通して，わた

したちが自分自身を知っている以上

に，主はわたしたちのことを御存じで

あることを学んできました。そして，神権指導者

から受ける約束は信頼できることも知りました。

主の御
み

霊
たま

を通して主が与えてくださる約束だか

らです。戒めを忠実に守るなら，約束が成就
じょうじゅ

す

ることを御霊によって確信できるでしょう。

わたしは14歳のとき，二人のアメリカ人宣教

師に出会いました。モルモン書について聞い

てみたいと思ったわたしは，訪問してもらう約

束をしました。家族全員で最初の話を聞きまし

たが，興味をもって続けて聞いてみようという

者はだれもいませんでした。しかしわたしは

何かを感じ，メッセージが真実だと直感しまし

た。そこで宣教師の話を続けて聞くことを許し

てくれるよう両親に頼みました。両親の許可を

得て，15歳になる直前にバプテスマの水に入

り，アルゼンチン，メンドーサ地方部のゴドイク

ルス支部の会員になりました。

翌年，人生の大きな試練に遭いました。両

親が離婚したのです。そのような難しい時期

にあって，幸いにもわたしには教会があり，す
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忍耐，謙遜
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，

従順によって，

前もって

支払われているのです。

南アメリカ南地域

地域七十人
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コリン兄弟の二人を，エンダウメントを受けるためにスイス神

殿に行かせてくれました。一晩中電車に揺られた後，感動的

で霊的な3日間を過ごしました。

伝道して6か月目に入ったときに開かれた伝道部大会中，

伝道部長と特別な面接がありました。簡単に言うと，ウェイト

伝道部長はこう言ったのです。「アグエロ長老，あなたにあ

る課題を上げましょう。あなたは英語を学ばなければなりま

せん。故郷に帰ったら，ステーク会長会の一員となり，伝道

部長となり，教会の指導者となるからです。中央幹部と話す

ために，英語が必要になるからです。」

わたしは笑ってしまいました。恐らく20歳のわたしには，

そのような責任に就いている自分の姿など想像できな

かったからでしょう。アルゼンチンでは当時まだ3つ

しかステークが組織されておらず，しかもわたしの

出身ステークは最も歴史が浅かったことも笑ってし

まった理由だと思います。

伝道部長は言いました。「笑わないでください，アグエロ

長老。まじめに言っているんですよ。」

わたしはこの指導者から，とても強く御霊を感じました。

それから伝道部長は，その課題を達成する方法を教えてくれ

ました。

彼は言いました。「これから毎日，同僚と話すとき，一日の

半分は英語だけを使ってください。」

同僚も面接で同じことを言われ，わたしたちはそのようにし

ました。わたしにとって最初は実に大変でした。

でも，よく努力したおかげで，やがて

相手が一体何を言いたいかぐらい

は理解できるようになりました。

夜祈るとき，挫
ざ

折
せつ

感と無力感

に泣いたことが何度もあり

ました。それは，与えら

れたこの務めを従順に

果たしたいという，そ
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たしが読んでいたのは，霊感による祈りと，天の御父が祖国

に与えてくださった約束の言葉でした。天の御父は生きてお

られ，御
み

心
こころ

を示してくださいます。それはちょうど12年前，

英語を学ぶようにという難しい課題を受け入れたときに，伝

道部長を通して御心を示されたのと同じです。

わたしはまた，ウルグアイ・モンテビデオ神殿の4回の奉献

のセッションと，パラグアイ・アスンシオン神殿の4回の奉献

のセッションの際，預言者ゴードン・Ｂ・ヒンクレー大管長の

通訳もしました。

主の宮で預言者にして聖見者，啓示者の傍らに立つという

瞬間がわたしにとってどんなに神聖だったかを説明するのは

非常に難しいことです。それはまるで，イエスが身を変えら

れるのを目にするという驚くべき経験をしたときの，ペテロや

ヤコブ，ヨハネが感じたような気持ちだと思います。ペテロ

がイエスに語った言葉は，わたしの思いを代弁しています。

「主よ，わたしたちがここにいるのは，すばらしいことです。」

（マタイ17：4）

このような様々な経験を通して，主が人生においてどのよ

うに働きかけてくださるかを学びました。良いものを得るた

めの代価は，わたしたちの忍耐，謙遜
けんそん

，従順によって，特に

試練に遭うときに，前もって支払われているのです。もしも試

練に遭ってあきらめたり，挫折感や落胆に打ち負かされたり

しなければ，試練はわたしたちを霊的に精錬し，より良いも

のに備えてくれるでしょう。そしてやがて，人生ですばらしい

奇跡が起こるのを見ることでしょう。■

カルロス・Ｅ・アグエロ長老は，1996年から2005年まで地域七十人として奉仕

しました。
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の思いからだったのです。

数か月がたち，同僚も数回変

わったころ，奇跡が起きました。

ゾーン大会である宣教師が英語

ですばらしい話をしていたとき，

わたしは突然その言葉のすべて

を理解し始めたのです。奇跡は

それで終わりではありませんでし

た。やがてわたしは伝道部の会

計担当書記として働くようになり，

それが英語を読んだり書いたり

する助けとなりました。『チャーチニューズ』（Church News）

や『エンサイン』（Ensign）など，英語で書かれた印刷物を読

み，理解しようとしました。そうする中で英語の感覚が身に

付き始めました。その感覚は今もわたしに備わっています。

神殿での通訳
伝道を終えて帰国すると間もなく，ステーク会長から，当

時七十人であったハートマン・レクター・ジュニア長老の通訳

をするように頼まれました。彼がアルゼンチンのメンドーサ

に来てステーク大会を管理するというのです。以来何年にも

わたって幾度も，こうした願ってもないような機会に恵まれま

した。アルゼンチン・ブエノスアイレス神殿の11回の奉献の

セッションの間，トーマス・Ｓ・モンソン副管長や何人かの中

央幹部の通訳をしたこともありました。

そのうちの4回のセッションで，わたしは日の栄えの部屋の

聖壇に立って，奉献の祈りをスペイン語で読み上げました。

感動で声は何度も詰まり，涙があふれて頬
ほお

を伝いました。わ

英語を

学ぶようにという

伝道部長の勧めに

従ったおかげで，

伝道後，七十人の

ハートマン・レクター・

ジュニア長老をはじめ，

幾人もの中央幹部の

通訳をすることが

できました。



ナイジェリアのラゴスにある学校の学期

末，これまで一生懸命勉強してきたわた

しには，今学期は良い成績が取れるとい

う自信がありました。ところが経済学の先

生から職員室に呼ばれ，平均より低い成

績だったことを知らされました。耳を疑い

ました。「そんなはずはありません」と先生に答

えました。

先生はわたしのテストの点数の記録を見せてくれました。

そこには間違った点数が書き込まれていたので，これは正し

くないと説明しました。先生は，これが間違いであることを

証明する唯一の方法は，明日の朝9時までにテスト用紙を

持って来ることだと言いました。

翌朝，朝の用事を済ませた後，テスト用紙を捜しました。

まずテスト用紙を挟んだはずの本を捜しましたが見つかりま

せん。ほかの本に挟んだかもしれないと思って本という本を

捜しましたが，やはりありません。次に教科書や洋服をし

まっておくたんすの中も調べました。でもそこにもありません

でした。もう一度本棚のところへ行って捜しました。午前8時。

あと1時間以内に持って行って見せなければ，先生はもうわ

たしの話を聞いてくれないのです。テスト用紙はどこへ行っ

てしまったのだろうと考えると，涙が出てきました。ほんの短

い間でしたが，見つける望みを失ってしまったのです。

そのときふと思いついたのは，祈らなければならないとい

うことでした。すぐに目を閉じて本棚の前にひざまずきまし

た。祈りながら，テスト用紙はなくなってしまったのではない

という静かな確信を得ました。目を開くと，驚いたことに本棚

のいちばん上にテスト用紙を挟んでおいた本が見えたので

す。本の中には必死で捜していたテスト用紙がありました。

その瞬間，悲しみは消えて，目には喜びの涙があふれました。

学校に行ってから，天の御父からどれほど愛されている

か，そして祈りがすぐにこたえられたことにどれほど自分が

感謝しているかについて考えました。1時間かかって捜して

も見つけられなかったのに，主に願い求めたら一瞬にして

見つかったのです。

あの日，短い祈りによって，天の御父がわたしを愛し，求め

れば祈りを聞いてくださると知ることができました。神には

何でもできることを学びました（ルカ18：27参照）。子供であ

るわたしたちが必要なときにはいつでも祈り求めるように，

天の御父は望んでおられます。そうすれば祈りにこたえてく

ださるのです。■

ンゴツィ・F・オコロはナイジェリア・イバダン地方部，イバダン第1支部の会員です。
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ゴ
ードン・B・ヒンクレー大管長は，「福

音の回復に対する活力に満ちた力強

い証
あかし

を心の中に培う」よう勧告してい

ます。1 この勧告に従おうと熱心に努める人は，

ヒンクレー大管長の前任者の一人，末日聖徒イ

エス・キリスト教会の第4代大管長ウィルフォー

ド・ウッドラフ（1807－1898年）の目を通して「回

復」を見るなら，多くのことを学べるでしょう。

真実の教会を探し求める
1820年代に，ジョセフ・スミスは最初の示現を見，天使と語

り，神の力によって金版を翻訳し，神権の権能を受けました。

同じころ，隣の州ではウィルフォード・ウッドラフという名の若

者が，真実の教会を探していました。ウッドラフ大管長は当時

のことをこう述べています。「神の教会が再び地上に確立され

て，自分は生きてそれを見るだろうと信じていました。」2

真理を見いだすことを熱望していたウィルフォード・ウッド

ラフは，近隣で開かれた宗教に関する集会に数多く出席して

いました。ある集会で，だれでも発言してよいという許可が

与えられました。40人かあるいはそれ以上の様々な宗派の

聖職者が出席している中，ウィルフォードは弱齢ながらも立

ち上がり，通路に進み出て，語りました。

「友である皆さん，聖徒たちに『ひとたび伝えられた信仰』

のために皆さんが闘わない理由を話していただけませんか。

イエス・キリストがお教えになり，主の使徒が教えた福音の

ために闘わない理由を話していただけません

か。皆さんに神からの力，すなわち病人を癒
いや

し，

目の見えない者を見えるようにし，足の不自由

な者を歩けるようにする力を与え，聖霊と，世

の創造以来明らかにされてきた賜物
たまもの

と恵みを

与える宗教のために闘わないのはなぜですか。

昔の族長や預言者が神の啓示に満たされてい

たときに教えた原則を教えないのはなぜです

か。族長や預言者たちは天使の教えを受けて

いました。夢と示現と，歩むべき道にあって教

え導く絶え間ない啓示を受けていました。」

集会の出席者は，まだ若い青年の口からこのような大胆な

言葉が出たことに驚いたことでしょう。すぐさま，集会を管理

していた聖職者が，ウィルフォード・ウッドラフの考えを見下

して言いました。「愛する若者よ，もし君がそのような愚かな

事柄を信じていなかったなら，君は非常に賢く，地上におい

て非常に有用な人物となるだろう。それらの事柄が人の子

らに与えられたのは世の暗黒時代のことであり……今日
こんにち

我々は栄えある福音の光の中で生きており，そのようなもの

は必要ない。」

この聖職者の言葉に納得がいかなかったウィルフォードは

答えました。「それならわたしを世の暗黒時代に連れて行っ

てください。人々がこれらの原則を受け入れていた時代に

連れて行ってください。」3

後に，26歳になったウィルフォード・ウッドラフは，小さな

校舎で開かれたある集会で立ち上がり，話をしました。この

度は，末日聖徒イエス・キリスト教会の宣教師であるゼラ・パ

18

ウッドラフ大管長は，回復されたイエス・キリストの福音を擁護するために闘う一方で，
今日
こん にち

のわたしたちの生活にも関連する原則を教えました。

アロン・L・ウェスト

右
―
―
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真
／
C
・
R
・
サ
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ジ
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歴代大管長の教え
ウィルフォード・ウッドラフ
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ルシファー長老とエライジャ・チェニー長老の証にこたえて

語ったのです。ウィルフォードは当時を振り返ってこう述

べています。「〔パルシファー長老は〕どのような発

言も許しました。校舎は人であふれかえってい

ました。気がつくと，わたしはいすの上に

立って，皆を見下ろしていました。な

ぜそうしたのか自分でも分かりませ

ん。しかしわたしは，隣人や友人

たちにこう話しかけたのです。

『皆さん，この二人と……二人が述

べた証について語る事柄には気を

つけてください。なぜなら，二人は神

の僕
しもべ

だからです。二人が証したことは真

理です。二人はわたしが子供のころから探し求めてき

た原則について証してくれました。』」4 その2日後の1833年

12月31日，ウィルフォード・ウッドラフはバプテスマと確認の

儀式を受けました。

信仰のために闘う
ウィルフォード・ウッドラフが立ち上がって，地元の聖職者

に向かって話をしたとき，新約聖書の終わりの方にある一節

を引用し，ユダの嘆願を繰り返し述べました。「聖徒たちに

ひとたび伝えられた信仰のために，真剣に闘いなさい。」（欽

定訳ユダ1：3から和訳）

めったに引用されないこの一節を用いたことから，ウィル

フォード・ウッドラフが聖書に対して深い知識を持っていたこ

とがうかがえます。この知識は「その中に記されたことを

次 と々学んでい」ったことから得られたものです。5 しかしな

がら，ウィルフォードが先ほどの節を強調したことから分かる

のは，研究の入念さよりも，真理を探究する決意の固さです。

ウィルフォードは，「聖徒たちにひとたび伝えられた信仰」が

失われていることを知っていて，それを見いだすために熱意

を込めて闘いました。そして，一度
ひとたび

見いだすと，ためらうこと

なく受け入れたのです。

大背教から生じた混乱を経験したウィルフォード・ウッドラ

フは，文字どおり，「栄えある福音の光の中で生きる」ことの

何たるかを学んで喜びました。その光は，彼が生涯を通じて

回復の証を培い，分かち合うにつれて，ますます輝いていっ

たのです。

ウィルフォード・ウッドラフ大管長の教え
ウィルフォード・ウッドラフ大管長の絵を見ると，広い額と，

貫くような眼光から，厳格で，近寄り難

い人という印象を持つかもしれませ

ん。けれども，その生涯と教えを研

究するなら，快活で，哀れみ深く，

謙遜
けんそん

な神の僕，試練のさなかにある

ときでさえも喜んで前進していく人の姿を

見ることができるでしょう。6 その顔には厳

格さよりむしろ気高さと力が表れ，その言

葉は1世紀以上も前のものでありながら，

決してかけ離れたものではないのです。実

際のところ，彼の言葉は今日の生活に非常

に通じるものがあり，次回の総大会の説教壇

からよく似た説教を聞いたとしても，だれも驚き

はしないでしょう。

以下は，回復された福音に対するウッドラフ大管長の代表

的な証です。すべて『歴代大管長の教え――ウィルフォー

ド・ウッドラフ』からの引用です。24の言語に訳されたこの

書物は，2006年度における，メルキゼデク神権と扶助協会の

教科課程となります。

福音の回復「わたしはこの時代に生きて，自分の耳でキリ

ストの完全な福音の教えを聞けたことを，神に感謝します。」7

「わたしたちは光の中を歩むという特権を得ており，真理を

理解し，知るという特権，救われて神である御父の前に高く

上げられるための道を知るという特権を得ています。主の僕

である預言者を通じて主の思いと御
み

心
こころ

を知ることのできる状

態にあります。主は教師と霊感を受ける人々，御
み

霊
たま

と神の力

によって霊感を受ける人々を与えてくださっています。そして

彼らに真理をまとわせ，常に歩むべき道を教えるための知恵

を授けてくださっています。これは大いなる祝福です。」8

イエス・キリストの贖罪
しょくざい

「あふれるほどの証によって，……

また，様々な神権時代や世界の各時代に地上の様々な場所

で与えられた神の啓示によって，あらゆる論争を超越してすっ

かり確立されたことがあります。それは，キリストが地上に来

られた目的は人類を永遠の死から贖
あがな

うために御自身を犠牲と

してささげることであり，またそのような犠牲がささげられるこ

とは御父の御心に完全に一致することであった，ということで

す。主は初めからすべてのことにおいて御父の御心に厳密に

従い，与えられた苦い杯
さかずき

からお飲みになりました。こうして，

光と栄光，誉れ，不死不滅，永遠の命が，慈愛，すなわち信仰

や希望よりも大いなるものである慈愛とともにもたらされまし

た。贖いによって神の小羊は人のために，〔人〕が自分では成

し遂げられないことを行ってくださったのです。」9
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「主イエス・キリストのほかに，御父の指示を

受け，人を救って永遠の命を与える力を持つ

御方はいません。」10

預言者ジョセフ・スミス「わたしは，これま

で見てきたジョセフ兄弟の姿や行いに非常な

喜びを感じてきました。なぜなら彼は公私にわ

たり全能者の御霊とともに歩み，どんな人物に

も見たことのないような偉大な精神を表してい

たからです。」11

「預言者ジョセフ・スミス以上に，御父なる

神と御子なる神，聖霊なる神と一つとなって親

しく交わった……人物がいたとは思いません。

神権を受けるように召された日から

殉教のときまで，啓示の力がジョセ

フとともにありました。また霊感の力

が日々 ともにありました。」12

神権「使徒や会長，監督，あるい

は神権を持つだれかが職務を行うと

き，その人は主イエス・キリストの権

能によって働きます。そのときにその

神権は効力を持ち，神の僕が人の子

らに授けるすべての祝福は，この世

においても来るべき世においても効

力を持ちます。もしわたしに聖なる神権によっ

て与えられた祝福があるならば，あるいはもし

祝福師から祝福を受けているならば，その賜物

と祝福は来世においても効力を持つでしょう。

そしてもしこの世の生涯を通じて聖約に忠実で

あるならば，わたしは自分に授けられたすべて

の祝福を要求することができます。なぜなら祝

福を授けた権能は神によって定められているも

のだからであり，この権能によっていと高き者の

息子たちは人の子らに命と救いの儀式を執行

し，それぞれの職における行いはこの世にお

いてだけでなく，墓の向こうにおいても人々に

対して効力を持つのです。これこそが真の富で

す。永遠にわたって存続する富であり，福音に

よって授けられたこれらの祝福を通じて，わた

したちは再び体を受けて，永遠にわたって自己

を保つ力を得ているのです。そうです，わたし

たちはこれを聖なる神権の効力によって要求す

ることができるのです。」13

戒めを守る「地上に生を受け，神の戒めを

守った男女で，神の前に行くときに恥じたり，

悲しんだりする者はだれ一人としていないで

しょう。」14

聖霊の賜物「さて，もし皆さんが聖霊を受け

ているならば――一人一人がそうあるべきで

すが――，わたしは皆さんに向かって次のよう

に言うことができます。すなわち，地上で人に

与えられるものの中で，それ以上に大いなる

賜物はなく，それ以上に大いなる祝福も，それ

以上に大いなる証もありません。皆さんは天

使の働きを受け，多くの奇跡を目撃し，地上で

多くの不思議を見るかもしれ

ません。それでもわたしは断

言します。聖霊の賜物こそが，

左ページ――

ウィルフォード・

ウッドラフの後ろは，

彼の改宗に影響を与えた

出来事（宗教に関する

集会）と人物（後に

ウッドラフ大管長に

バプテスマを施した

ゼラ・パルシファー）

である。

左――ウィルフォード・

ウッドラフの妻フィービー。

下――1894年当時の

大管長会。ウッドラフ

大管長（中央），ジョージ・

Q・キャノン副管長（左），

ジョセフ・F・スミス

副管長（右）。
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人が授かることのできる最も大いなる賜物なのです。この力

によって，わたしたちはこれまでに成し遂げてきた事柄を

行ってきました。そしてこれこそが，あらゆる迫害，試練，

艱難
かんなん

の中で支えてくれるものなのです。」15

「わたしは生涯を通じて，また業を推し進める中で，主の

御霊から何かをするように告げられたときには，それを行う

ことが益となることを学んできました。わたしはその力に

よって守られてきました。……どうぞ啓示の霊を受けてくだ

さい。啓示の霊を受けるときに皆さんは安全であり，主が望

まれることをそのとおりに行うことになるでしょう。」16

家庭生活「わたしたちは皆，死後永遠にともに住むことを

望んでいる。後悔することが何もないように，生きている間

に，親や子供として，互いを幸福にするためならどんな苦労

でもいとうべきではないと思う。」17

「家族の気持ちや愛情を勝ち得るためにはどのように行動

すればよいかを知っているのはすばらしいことであり，それ

は救いに至る道へと彼らを導くでしょう。これは両親が努力

を注がなければならない課題であり，怠ってはならない業で

す。……わたしたちはとても急を要する用事があり，そのた

めにこれらの事柄が心から押しのけられてしまうのは仕方が

ないと考えることが多くありますが，そうであってはなりませ

ん。心が開かれている人，またわたしたちを待ち受けてい

る業を待ち望む人はだれでも，自らの家族に関する責任，特

に子供を育てることにおいて受けている責任が非常に大き

いことを理解し，また感じるでしょう。

わたしたちは子供たちを救いたいと思っており，聖
きよ

められた

者が享受するすべての祝福を受けさせ，また，完全な福音に

忠実であった先祖の祝福を受けさせたいと思っています。」18

伝道の業「いつの時代にあっても人類は幸福を探し求め

ています。社会と家庭における平安を望んでいます。そして

次の世という広大な未来について思うとき，そこにあると言

われている数々の祝福にあずかりたいと願うのです。しかし，

神の僕がやって来て命の道を示さないかぎり，人類にはそ

の祝福を得る方法が分かりません。」19

「わたしは生涯の大半をこの教会で過ごしました。教会に

加わったときから伝道に行き，今日
こんにち

に至るまで，働きをやめ

たことはありません。常に伝道に喜びを感じてきましたし，

今でも感じています。死んでこの体が横たえられるときに，

『ウッドラフは義務を怠った。わたしを救うために最善を尽

くしてくれなかった』と，だれからも言われたくないのです。

わたしは福音を宣
の

べ伝えることに常に喜びを感じてきまし

た。自国や外国で命と救いの儀式を執行することに喜びを

感じてきました。この業が神の業であることを知っていたか

らです。今でもそのことを知っています。」20

神殿と家族歴史の業「金や銀が何でしょう。この世の富が

何でしょう。すべて使えば消え去ります。世を去るときには，

財産は後に残して行かなければなりません。しかしもし永遠

の命を受けるならば，もし信仰を保って勝利を得るならば，

幕の向こう側に行くときに喜びを得るでしょう。わたしはこの

すべての事柄に喜びを感じます。主が明らかにしてくださっ

た原則の中で，死者の贖いほどわたしに喜びを与えてくれた

原則はまずありません。第一の復活の朝，日の栄えの王国に

おいて，わたしたちは父親，母親，妻，子供たちとともに，家

族の輪の中にいることになるのです。これは壮大な原則です。

あらゆる犠牲を払う価値のあるものです。」21

「わたしたちは末日聖徒に，今からできるかぎり系図をた

どり，自分の父親や母親に結び固められてほしいと思います。

子供たちを両親に結び固め，この鎖をできるかぎり長くつな

いでください。」22

「この件について正しく考えられる末日聖徒ならだれでも，

……無上の喜びで興奮を覚えるはずです。」23

警告と奨励の言葉
教会の歴史を振り返り，その行く先に向かって教会が前進

するのを見て，ゴードン・B・ヒンクレー大管長はこう勧告し

ています。「わたしたちは，大いなる回復の恩恵に浴してい

ます。……低俗な人間になるわけにはいかないのです。わ

たしたちが手にしているすばらしい受け継ぎに対して，もう

少し固く立ち，もう少しふさわしい人になるべきです。」24

120年以上も前に，ウィルフォード・ウッドラフ大管長は末日聖

徒に対して，これに似たチャレンジを与えています。ウッドラ

フ大管長の勧告と励ましの言葉は，まさに今日のわたしたち
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にも当てはまるものです。

「大いなる末日の業に携わるように召されて

いるわたしたちは，どのような男性や女性であ

るべきでしょうか。信仰の人であって，これま

でに明らかにされ，わたしたちの手にゆだね

られてきた真理に雄 し々くあるべきです。神と

神の聖なる神権に対して誠実であって，神と

人に対して忠実であるべきです。わたしたち

は大いなる目的を成し遂げるために神から遣

わされているのであり，家や土地，金や銀，あ

るいはこの世のいかなる品々にも，わたしたち

が業に従事するのを妨げさせてはいけませ

ん。わたしたちの目指すもの，わたしたちの行

く先は高く，わたしたちは天の御父や，見守っ

てくれている天の衆群を決して落胆させては

いけません。またわたしたちの心に思い浮か

びもしなかったような関心と切なる願いを抱き

ながら同じように見守ってくれている，霊界に

いる無数の人々を落胆させてはいけません。

末日の業に携わるのは，神が求めておられる，

偉大で力ある事柄です。もし何かがわたした

ちを真理から，あるいは真理に対する愛から

離れさせることがあれば，わたしたち

は救いにふさわしくなく，神の王国で永

遠に住むのにふさわしくない者となる

でしょう。」25 ■

アロン・L・ウェストは，ユタ州ケイズビル中央ステーク，

ケイズビル第2ワードの会員です。
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ウィルフォード・

ウッドラフ大管長（左）は，

1892年4月の

総大会（下）のときに，

ソルトレーク神殿の

笠石の設置を指揮した。

1年後の

1893年4月に，

ウッドラフ大管長は

ソルトレーク神殿を

奉献した。
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ウィルフォード・ウッドラフ大管長の愛唱歌
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大管長　ジョセフ・F・スミス

（1838－1918年）――「この組織

は女性と男性に救いをもたらすため

に，神によって作られ，神によって承

認され，神によって組織され，神に

よって聖任されました。……〔扶助協

会を〕最も優れた，最も重要な組織と

し，この世に存在するどのような組織

よりも優れた深みのある組織としてく

ださい。あなたがたは神の預言者の

声によって，それを行い，最も優れた，

最も偉大で，善良で，また最も清く，義

に献身する者となるよう召されていま

す。」（『歴代大管長の教え――ジョセ

フ・F・スミス』184）

中央扶助協会会長　ボニー・D・パー

キン――「わたしたちには一つの組織

が与えられています。この組織の目的

は，主イエス・キリストを信じる信仰を

築くこと，主の愛を感じること，その愛

の輪をすべての人に広げることです。

その組織こそ，扶助協会なのです。」

（“Transforming Transitions，”The

Rock of Our Redeemer : Talks from

the 2002 BYU Women’s Conference

〔2003年〕，45）

中央扶助協会会長　エライザ・R・

スノー（1804－1887年）――「女

性扶助協会の目的は何でしょう。わた

しならこう答えるでしょう。――善を

行うこと，すなわち，与

えられた能力の限り

を尽くして善を行う

こと，貧しい人に単

に養いを与える

だけでなく，そ

以下のメッセージから

訪問先の姉妹たちの

必要に合った聖句や

教えを祈りの気持ち

で選び，読んでくださ

い。自分の経験や証
あかし

を伝え，あなたが

教える人々にも同様に分かち合うよう

勧めてください。

扶助協会が存在する目的は何でしょ
うか。
扶助協会に所属する祝福――「扶助

協会は，神権の指導の下に機能する，

教会の姉妹のための主の組織です。扶

助協会の目的は，教会の使命を達成し

ようとする神権指導者を支えることで

す。そのためには，姉妹や家族がキリ

ストのもとへ来られるように助けなけ

ればなりません。扶助協会は，姉妹た

ちとその家族が，欠かすことのできない

神権の儀式をすべて受け，儀式に付随

する聖約を守り，昇栄と永遠の命にふ

さわしくなれるように助けるのです。

扶助協会の目的を達成するうえで，

以下の事柄が役立ちます。

1．主イエス・キリストを信じる信仰

を築き，神の王国の教義を教える。

2．一人一人の姉妹に神聖な価値が

あることを強調する。

3．慈愛を実践し，助けの必要な人

を養う。

4．家族を強め，守る。

5．一人一人の姉妹に仕え，支えと

なる。

6．姉妹たちが神権の祝福を余すと

ころなく享受できるようにする。

の魂をも救うこと。力を合わせるなら，

非常に優れた人が独りで精いっぱい

努力して達成できることよりも，はるか

に偉大なことを成し遂げられるでしょ

う。」（“Female Relief Society，”Deseret

Evening News，1868年4月18日付，2）

扶助協会に所属することによって，
どのような祝福が得られるでしょうか。
中央扶助協会第二副会長　アン・

C・ピングリー――「扶助協会の姉妹

たちが『神の栄光にひたすら目を向け』

るとき（教義と聖約4：5），霊的な悟り

を豊かに得て，奥深い霊的な力をとも

に分かち合える〔のです〕。……扶助

協会に属する聖約の女性たちが築くき

ずなは，確かにわたしたちの人生の旅

路を明るくし，活気づけ，豊かにしてく

れます。なぜなら，わたしたちの心や

生活の中で主を第一にする方法を学

べるように助け合うことができるから

です。」（「主の愛の光に向かって歩む」

『リアホナ』2004年11月号，112－113）

大管長　ゴードン・B・ヒンクレー

――「扶助協会の愛する友人の皆さん，

皆さんがどのような環境にあっても，ど

こに住んでいても，天の窓が開かれ，皆

さんのうえに祝福が注がれますように。

愛し合う気持ちを胸に抱きながら生活

できますように。大きな重荷を背負って

いる人 を々力づけるために手を差し伸

べられますように。世の中に……光と美

をもたらすことができますように。」（「教

会の女性たちへ」『リアホナ』

2003年11月号，115）■

家庭訪問メッセージ

扶助協会の目的
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ウ
クライナのルーチクで16人

の姉妹たちが小さな台所に

集って，クッキーやケーキを作

っています。台所はオーブンで暖まってい

ます。オーブンは床の上に置いてあり，姉妹た

ちはその近くに座って，オーブンの暖かさだけでなく，

ともに集う温かさも感じています。これは彼女たちが「姉妹

たちの夕べ」と呼んでいる楽しい集まりですが，皆さんには

「家庭・家族・個人を豊かにする集会」

と言った方がよく分かるでしょう。

この集会では，みんなが笑い，抱き締

め合い，踊ったりもします。そして賛美歌

をともに歌い，教会の賛美歌に対する愛

を示しています。遠くから来ている姉妹た

ちはバスに3時間揺られて家に帰りますが，

その間も賛美歌を歌います。

何とすばらしい「家庭・家族・個人を豊かにする

集会」でしょう。ジェームズ・E・ファウスト第二副管長の言

葉がそのまま実践されています。つまり，扶助協会は学びの

場，人に仕える場，互いに交わる場であるという教えです。1

また中央扶助協会会長のボニー・D・パーキン姉妹は

「家庭・家族・個人を豊かにする集会」を「安全で，くつろ

いだ，魅力のある環境で心も手も結ばれる」場所と表現

していますが，そのとおりになっていることがうかがえ

ます。

パーキン姉妹はこのように説明しています。「霊的な

力を築き，個人の技術を伸ばし，家庭と家族を強め，

奉仕を通して慈愛を実践する活動に参加することで，

あらゆる年齢そして人生のあらゆる段階の姉妹たちが

帰属感を抱くことができます。姉妹たちはこのような

集会できずなを強め，新しい会員や教会から足が遠

のいている会員の友人になり，伝道の機会も数多くあ

るのです。」

学　び
「家庭・家族・個人を豊かにする集会」は融通の利

く集会です。そのおかげで，姉妹たちは状況や年齢

扶助協会の「家庭・家族・個人を豊かにする集会」は，
世界中の姉妹たちの心と家庭が愛と慈愛で満たされるのに役立っています。

中央扶助協会管理会
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左――ウクライナ，
ルーチクで
「家庭・家族・個人を
豊かにする集会」に
ともに集うことの
温かさを感じる
姉妹たち。
上――ナイジェリアで，
ブラウスや
ワンピースの型紙の
作り方を学ぶために
集う姉妹たち。

にかかわらず，ともに分かち合い，学ぶことが

できます。

ナイジェリア南東部の熱帯雨林では，色鮮や

かな服を着て頭を布で覆った若い女性と扶助

協会の姉妹たちが質素な教会堂の外に集い，

ブラウスやワンピースの型紙の作り方を学びま

す。空になったセメントの袋を製図用紙の代わ

りにして，扶助協会の姉妹たちはテーブルの周

りに集まり，この新しい技術を教えてくれる若

い女性たちから熱心に学ぼうとしています。型

紙を起こし，生地を切り，順番に足踏みミシン

を使って服を仕上げていきます。

奉　仕
アラスカ州ジュノーステーク，ジュノー第2ワー

ドの姉妹たちは互いに遠く離れて住んでいるに

もかかわらず，一体感を感じています。月の第1

日曜日，扶助協会会長会のサンディー・パーキン

ス姉妹はこう質問します。「どうすれば地域社

会に福音の光を届けることができるでしょう

か。」パーキンス姉妹はその月の豊かにする集

会について説明し，自らの問いに答えています。

扶助協会会長会は，その地域の奉仕や慈善事

業を代表する地元の指導者を数人招待し，何

が必要であるかを姉妹たちに話してもらいまし

た。パーキンス姉妹はこのように説明していま

す。「光を届けようと働きかけることで，自分た

ちの町であるこの地で，わたしたちの影響が大

きくなるよう願っています。」

互いの交わり
地元の扶助協会の姉妹たちとその地を訪問

している姉妹たちがそれぞれ帰属感を養うに

は，互いに交わり，姉妹としてのきずなをはぐ

くむ必要があります。その絶好の場となるのが

「家庭・家族・個人を豊かにする集会」です。

旅行者の出入りが激しいリゾート地であるス

ペインのベニドルムで開かれる豊かにする集

会は，その良い例です。ある晩，豊かにする集

会に，エクアドルやペルー，コロンビア，ノル

ウェー，スウェーデン，スイス，イギリス，スコッ

トランドから来ている姉妹たちがスペインの

姉妹たちとともに集いました。この夜はスイス

から来た姉妹が，用途の広いグリーティング

カードの作り方を教えました。簡単なデザイン

の作りやすいもので，習いながら姉妹たちは

語り合い，友情を深めることができます。

一緒に何かをすることで，やがて言葉の

壁を越えて親しみやすさや誠実さを感

じられるようになります。福音を学んで

いる人が姉妹宣教師と来ても，楽しげ

にほかの参加者とおしゃべりをしま

す。このような人々が日曜日に再びこ

の小さな支部を訪ねると，すでに仲間

の一員であると感じられるのです。
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簡単な活動ですが，この豊かにする集会は，学

び，奉仕をし，互いに交わるという目的を果た

しています。「行く必要なんかないわ。グリー

ティングカードなら幾らでも持っているのだ

から」と思った姉妹たちもいたかもしれませ

ん。しかしグリーティングカードは，その夜の

豊かにする集会から得られる恩恵のほんの一

つにすぎません。何かを得るために出席するこ

ともありますが，人に何かを与えるために出席する

こともあるのです。話を聞いたり，励ましの言葉をかけたり，

友達として歓迎したりするだけでよいのです。

扶助協会に来る
現代社会において仕事を持つ女性が増えています。また，

ひとりで子供を育てているために時間が限られている，聖徒

たちと交わるには遠くまで行かなくてはならない，集会の場

に行って参加するには経済的に負担を感じるなどの問題を

抱える姉妹たちもいます。中には豊かにする集会に出席す

ること自体が難しい人もいるでしょう。ひとりで７人の子供を

育てるかたわら，忙しく全日制の学生として勉強する女性に，

豊かにする集会にどうして出席しようと思ったのかと尋ねる

と，このように答えが返ってきました。「家族が祝福を受ける

という約束をどうしても受けたいのです。」

この約束をわたしたちはすでに受けています。パーキン姉

妹はこのように述べています。「扶助協会に集ってください。

扶助協会は皆さんの家庭を愛と慈愛で満たし，皆さんと家族

を養い，強めることでしょう。」2

すべての女性が招かれているように，皆さん

も招かれているのです。

フィリピン，マニラに住むマリア・ヤスミ

ン・フアンは家族と離れて暮らしています。

彼女も扶助協会に来ることを選んだ一人

で，このように述べています。「わたしはと

ても寂しくて，母を恋しく思っていました。で

も扶助協会に行けばなんとかなると分かってい

ました。豊かにする集会で歓迎されたとき，部屋に

いる姉妹たちはみんな『お母さん』なのだと気づきました。」

扶助協会は，喜びも悲しみも分かち合える安全な場所，訪

問や笑い声が友情のきずなを豊かにする場

所，訪問者が歓迎

される温かい場所な

のです。女性のためにある主の組織に来て，

仲間になってください。ウクライナの小さな台所のオーブン

のように，「家庭・家族・個人を豊かにする集会」は皆さんの

心と家庭を温めてくれるでしょう。■

リリアン・デロングはユタ州サウスウィーバーステーク，サウスウィーバー第1ワード

の会員です。

注
1.「天から遣わされている者」『リアホナ』2002年11月号，111参照

2.「扶助協会は，皆さんの生活をどのように祝福してきたでしょうか」

『リアホナ』2004年11月号，35

変わることのない概念「わたしは以下の４つこそが扶助協会の変わることのない概念であると信じています。第1，神により設立された女性の団体であること。第2，学びの場であること。第3，人に仕えることを憲章とし
た組織であること。そのモットーは『愛はいつまでも
絶えることがない』です。第4，女性が互いに交わり
永遠の友情を築くことのできる場であること。」第二副管長　ジェームズ・E・ファウスト

「天から遣わされている者」『リアホナ』2002年11月号，111参照

伝道中のマリア・ヤスミン・フアン（中央）
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あ
なたは今までに仲間はずれにされていると感じた

ことがありますか。または，周囲とうまくなじめず

に，仲間はずれにされた人を知っていますか。学

校，教会，その他どのような状況であれ，多くの人は生涯で

そのように感じた経験があることでしょう。

ここに挙げられているのは，仲間はずれにされているとい

う気持ちをうまく処理するとともに，人々を助けて彼らが歓迎

されていると感じられるようにするためのアイデアです。ス

ウェーデン・ストックホルム南ステーク，ハンデンワードの青

少年が考えました。

仲間になったと感じる
＊周りと合わせようとして自分の標準を下げるのは価値が

ないことです。そのことをいつも心に留めましょう。
＊仲間はずれにされるのは傷つくことですが，怒ったり，恨

みを抱き続けたりするのはやめましょう。余計に嫌な気持ち

になるからです。
＊自分がもっと善い人になりたいと思わせてくれて，福音に

従った生活をするよう励ましてくれる，一緒にいて良い気持

ちを感じられる人といるようにしましょう。
＊自分を向上させ，新しい技術を学んでください。学校の

クラブに入ったり，スポーツを習ったりするのは，同じような

興味を持つ人たちと出会える良い方法です。
＊教会の青少年の活動に行き，積極的に参加しましょう。
＊家族と一緒にいるようにしてください。家庭でも親友を見

つけることができます。
＊自分がなれる最高の人になってください。そうすれば，

あなたの良さを正しく評価してくれる友達を見つけることが

できます。
＊だれかが「友達になって」と頼んでくるのをひたすら待っ

ているのははやめましょう。出て行って，自分から友達に

なってください。

周りの人を仲間に
＊学校や教会で，転校生や転入者に声をかける努力をしま

しょう。その人たちと同じ趣味を持つ友達を，その人たちに

紹介してください。
＊友達が必要だと思われる人がいたら，学校や教会の活動

に誘ってみましょう。
＊故意に周りの人に嫌な思いをさせる人たちに，敢然と立

ち向かいましょう。周りの人を仲間に入れ，その人を愛する

者として模範になってください。
＊独りで座っている人の隣に座ったり，あなたや友達と一

緒に座るように誘ったりしましょう。元気かどうか尋ねてくだ

さい。
＊ある人を助ける方法がよく分からないときは，祈ってみて

ください。天の御父はその人に何が必要かを御存じで，そ

の人を助けようとするあなたを助けてくださいます。あなた

が何をすべきか教え，また何をすべきでないか警告してくれ

る御
み

霊
たま

の促しに敏感になってください。
＊ダンスに行ったら，その晩まだ踊っていない人を見つけ

て一緒に踊ってくれるよう声をかけてください。
＊社交的になって周りの人を助けるのは難しいときもありま

すが，とにかくやってみましょう。■

仲間に仲間に

アイデアリスト
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れんが
結婚後間もないころ，わたしたちは夫の学業のために引っ

越しをしました。新しいワードで，わたしはある女性と密接

に働くことになりましたが，とてもぞんざいで無神経な人でし

た。わたしは慰めを求めて夫に不満を漏らし，そのような女

性がワードの指導的な立場にいることについての悲しみを

伝えました。夫は期待どおりの慰めの言葉をかけてくれる代

わりに，愛と寛容さについてさりげなく，しかしとても価値の

あるレッスンをしてくれました。

夫はこう言いました。「教会では皆が神の王国を建設する

ために協力している。会員一人一人はれんがのようなものだ

が，れんがのどれも完全じゃない。じっくり観察すると，こっ

ちに傷があったり，あっちにこぶがあったり，どれにも不具合

が見つかるものさ。ほかのれんがと組み合わせても，ぴった

り合うことはほとんどなく，ほかの人と自分自身の不完全さ

が重なると，いつも隙間ができて不安定になる。愛や寛容さ，

忍耐，赦
ゆる

しといった『しっくい』がないと，王国建設の努力は

無に帰するんだ。」

家族が大きくなり，王国の建設を助ける経験が豊富になる

につれ，この簡潔な教えを度々思い起こします。そして，周

囲の人たちと接するときに，もっと慈愛を持つという，わたし

に課せられた責任を思い起こします。わたし自身の短所を

振り返るにつれ，寛容さという「しっくい」をもってわたしと接

してくださる人たちに対する感謝の気持ちが増します。

ワシントン州モーゼスレークステーク，モーゼスレーク第10ワード

リー・アン・フェアバンクス

「この人は真理を知っている」
わたしが初めて日曜日を教会で過ごしたのは1995年の初

めでした。それまで週末はスタジアムとジムに通っていまし

た。スポーツが大好きなのです。そのうえ，スポーツについ

ての勉強もしていました。しかし，1995年1月，末日聖徒イエ

ス・キリスト教会に出会いました。姉妹宣教師が教会に招待

してくれたので，行ってみることにしたのです。

その日は断食証会
あかしかい

でした。わたしは木製の大きな長いす

に腰かけました。両わきには姉妹宣教師が座ってくれました。

しかしそこは，なじみのない顔，なじみのない音楽，なじみ

のない集会，なじみのない言葉ばかりです。それまで聖餐
せいさん

を

取ったことはなく，その場にそぐわないことをしないようにす

るのに精いっぱいで，とても違和感がありました。「いつか終

わるだろうから，そのときに外に出て，二度と戻って来ない

ことにしよう」と自分に言い聞かせていました。しかし，集会

の終わりに，皆が礼拝堂に残るようにとの発表がありました。

チャールズ・W・ダールクイスト・ジュニア伝道部長のレッス

ンを聞くためです。現在，彼は中央若い男性会長です。姉妹
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レッスン

わたしの
人生を変えた
レッスン
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あなたの生活に祝福をもたらしたレッスンを教えてくださいという呼びかけに，
世界中の教会員がこたえてくれました。ここに紹介するのはそのうちのほんの一部です。
これらの実体験を通して，皆さんが鼓舞され，これまでに受けてきたレッスンを思い起こし，

教師としての責任をよりよく果たせるように願っています。



宣教師たちも含め，多くの人がその場に残ったため，計画し

ていたようにこっそり抜け出すことができませんでした。自

分がどれほど惨めに感じているかを宣教師に伝える勇気も

なく，辛抱することにしました。

ダールクイスト伝道部長が前に立ち，こう質問しました。

「皆さんは，読んでみて気に入った本があったらどうします

か。」わたしの答えはこうでした。「もう一度読み返し，ほか

の人にも勧めてプレゼントする。」

ダールクイスト伝道部長はモルモン書について語り，それ

から幾つかのことについて話しましたが，不思議なことが起

きました。彼の言っているすべてが真理だと，突如として分

かったのです。それ

だけでなく，この

人は真理につ

いてもっと多くのことを知っている人だと感じました。そして，

「この人が知っていることをわたしも知りたい。この人が人生

のよりどころとしているものをわたしも得たい」と思うように

なりました。この経験を言葉で説明するのは難しいのですが，

とにかく，「この人は真理を知っている」と確信したのです。

わたしは気づかれないように辺りを見回し，異変に気づい

た人がいるかどうか確認してみました。なぜなら，わたしは

とてもすばらしいことがその場で起きていると感じていたか

らです。

ダールクイスト伝道部長のレッスンのおかげで，わたしはそ

の後何度も教会に集いました。そしてこの経験から1年ほど

たった1996年3月2日，バプテスマを受けました。今，わたし

には5人のすばらしい子供と，す

てきな永遠の夫がいます。

時折，このレッスンを感謝の気

持ちで思い出します。

ドイツ・ハンブルグステーク

シュターデ支部

バーバラ・ホップ

姉妹宣教師に挟まれて

座っていたわたしは，

計画していたように

こっそり抜け出すことが

できませんでした。

しかし，そのとき

すばらしいことが

起きました。



神会についての証
あかし

わたしの人生に最も

影響を与えたレッスン

は初等協会でのもので

す。随分前のことなの

で，教師の名前は忘れ

てしまいました。しか

し，そのレッスンはわ

たしの心の奥底までし

みわたり，決して忘れ

ることのできないもの

となりました。

わたしが5歳のとき

のことです。神はわた

しの天の御父であら

れ，イエス・キリストがわたしの

救い主，贖
あがな

い主であられることを

学びました。そして，御二方はす

べての人を愛しておられ，必要な

ときにいつでも神と話をすること

ができると教えてくれました。い

つもわたしの祈りに耳を傾けてく

ださっているからです。わたしの

信仰は増し，心の中の何かが大

きくはぐくまれました。そして，少

しずつ神会についての証が芽生えていきました。幼い子供

の純粋な気持ちから，さらに熱心に祈るようになりました。そ

して，祈りによってたくさんのすばらしい経験をしてきました。

教会には1年以上集いましたが，いろいろな都合により，

教会に行くのが困難になりました。しかし，それでも祈ること

はやめませんでした。

20歳になったとき，わたしはようやく教会員になることが

できました。御父に「あなたのみもとへ帰ります」と話しかけ

る幼
おさな

子
ご

の清い心をもってバプテスマを受けました。

幼いころに種がまかれ，大人になって芽が出たのです。あ

の教師がどれほどわたしにとって助けになったかを，先生自

身が知っているかどうかは分かりません。しかし，あのレッ

スンがわたしの魂を形成し，14年もの間教会と接触がな

かったときにも，わたしが確かな道に立ち続けていられるよ

うに助けてくれました。

ブラジル・プライアグランデステーク，プライアグランデワード

エステラ・サンタナ・レイタオ・キャバルカンテ

罪という汚れ
15年以上前に，わたしがまだローレルの年代だったとき，

ステーク若い女性会長はわたしやほかの女の子たちのあこ

がれでした。彼女のカールした美しい茶色の髪は息を飲む

ほどで，さらに頭の回転も速く，弁舌もさわやか，しかも霊的

な女性で帰還宣教師，そして新婚です。衣服は慎み深く，標

準を下げなくとも魅力的でいられることの模範でした。わた

しが将来に対して抱いていた，すべての夢の象徴だったこ

とを覚えています。

ある若い女性のファイヤサイドで彼女が話をすることになっ

ていました。わたしたちが礼拝堂に入ると，彼女の豪華な白

いウェディングドレスが目につく場所に飾られていました。夢見

る16歳にとって，ウェディングドレスよりも心躍るものがあるで

しょうか。ファイヤサイドでは，きっと男の子たちについてや明

るい未来について話してくれるだろうと想像しました。

しかし，若い女性会長である彼女の話が始まると，わたしの

想像していたことは彼女の目的ではないことが分かりました。

彼女は貞潔と，道徳的清さを保つことの大切さについて話し始

めたのです。彼女はペンとノートを持って説教壇に立ち，これ

らのきわめて重大な事柄について気持ちを込めて話しました。

突然，想像もしていなかったことが起きました。ジェス

チャーを交えての話の中で，彼女の万年筆のインクが飛んで

ウェディングドレスの白い生地に大きな染みを作ってしまった

のです。わたしたちは大きなショックを受けました。

その後，彼女が何を話したのかを正確には覚えていませ

ん。白いドレスのように清く，純潔であることや，どんなに小さ

くとも，性的な背きはそのドレスに染みを作ったインクのように

わたしたちを汚すものだという話でした。わたしは，何があっ

ても清く純潔でありたいと思いました。これは無意識のうちに

それ以前から決意していたことでした。しかしそのとき，この

決意はわたしの心にしっかりと刻み込まれたのです。

清さを保つこと，そして，汚れから清くなることについて話

した後，彼女は種明かしをしてくれました。そのインクがアイ

デア商品を扱う店で買った「消えるインク」で，数分すれば

消えてしまうものだということです。でも，一度も試したこと

がないとのことでした。わたしたちはほんとうにインクが消

えてほしいと願い，そのとおりになりました。

この実物を使ったレッスンは，あの日からわたしの心の中

で特別なものとなっています。あの白いドレスと同じように純

潔なまま，天の御父の前に立ちたいと思います。

スウェーデン・エーテボリステーク，ボロースワード

アニャ・クラリン
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わたしが5歳のとき，

初等協会の教師が，

神はわたしの

天の御父であられ，

イエス・キリストは

わたしの救い主，

贖
あがな

い主であられることを

教えてくれました。



贖いの力と贖いの霊
わたしは永遠の父なる神とその御子イエス・キリストを信

じていました。若いときから，御二方に近くありたいと望ん

でいましたが，どうすればよいのか分かりませんでした。

2000年5月，わたしは初めて末日聖徒イエス・キリスト教会

と出会いました。宣教師に会ったとき，わたしはまだ17歳に

なったばかりでした。彼らの訪問を受けた友人から，話を聞

いてみるように勧められたのです。彼らの伝える福音のメッ

セージに耳を傾け，聖餐会に参加した後，友人とわたしは，

わたしの両親と弟とともにバプテスマを受けました。

ワードの皆さんはすぐにわたしたちを受け入れてくれまし

た。わたしは若い女性でしたが，とても楽しく，わたしが霊的

に成長できるように助けてくれた若い女性会長のマリア・ホセ

姉妹が大好きでした。若い女性プログラムを修了するころ，マ

リア・ホセ姉妹はわたしの日曜学校の教師に召されました。

ある日曜日，翌週のレッスンはイエス・キリストの贖いの犠

牲なので，ジェームズ・E・タル

メージ長老の『キリスト・イ

エス』を持って来るように

と彼女が言いました。

次の日曜日，わたした

ちは本を片手に座りま
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した。全員が，本の中の指定された部分を勉強してクラスで

発表するように割り当てを受けていました。ホセ姉妹は，どの

聖句を読んでどう発表するかを教えてくれました。そしてわた

したちに御
み

霊
たま

の崇高な力が注がれました。ゲツセマネの園と

カルバリの丘について話しているときに，だれもが涙を流しま

した。それまでの福音のクラスの中で，最もすばらしい経験

でした。これほど深遠な思いで贖いの力と贖いの霊について

理解したことはありませんでした。

クラスの閉会に当たり，賛美歌を歌って簡潔な祈りをしま

した。わたしたちは強く心を打

たれていました。贖いと救いの

計画に感謝しています。ホセ姉

妹がわたしたちを愛し関心を示

してくれたことに特に感謝して

います。彼女はわたしたちに，

聖霊が福音と贖いについて証を

されるのを感じてほしいと願っ

ていたのです。■

ブラジル・ナタル・ポテギステーク

パナティスワード

イレイン・クリスティーナ・ファリアス・デ・

オリベイラ

ホセ姉妹は，

どの聖句を読んで

どう発表するかを

教えてくれました。

そしてわたしたちに

御
み

霊
たま

の崇高な力が

注がれました。



十
二使徒定員会のダ

リン・H・オークス

長老は言いました。

「末日聖徒イエス・キリスト教

会の教えには，ほかのキリス

ト教会の教えと共通したもの

が数多くあります。しかし違いもあります。わたしたちがほか

のクリスチャンに向けて宣教師を派遣したり，教会堂以外に

神殿を建てたりする理由は，その違いの中にあります。また，

わたしたちの信仰が，人生の数々の問題や死に立ち向かう

力や大きな喜びをもたらしてくれる理由も，この違いの中に

あります。」1

別個の御三方
オークス長老はこう続けています。「ほかのクリスチャンの

方々と同じように，わたしたちも神会を構成する御父と御子

と聖霊を信じています。し

かし，わたしたちは，神会

の御三方はそれぞれに独

立した別個の御方である

と証
あかし

しています。また，父

なる神は単なる霊ではな

くて，復活された御子イエ

ス・キリストと同じように，

触れることのできる体を持

つ，栄光を受けられた御

方です。……これとは対

照的に，多くのクリスチャ

ンは，触れることのできる

体をお持ちの神，人格を

お持ちの神，別個の御三

方から成る神会という概念を否定しています。神は霊であり，

3つの位格を持つ唯一の存在であられると信じているので

す。わたしたちは，そのような教えはいわゆる『大背教』が起

きた証拠であると考えています。」2

新約時代の救い主の使徒が亡くなると，間もなく，ギリシャ

哲学の影響によって，分かりやすくて貴い福音の真理がゆが

められていきました。神性に関する教義上の論争が起こった

ため，皇帝コンスタンティヌスは紀元325年，ニケーアで全教

会の会議を召集しました。そのとき採択されたニケーア信条

では，イエス・キリストは「御父と一体」であるとの宣言がな

34
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され，神会の御三方は別々に存在されるという概念は排除さ

れたのです。

オークス長老は次のように説明しています。「この後も教会

の公会議が幾度も開かれ，そこでの決議と聖職者や哲学者の

書物を基に，ギリシャ哲学とキリスト教の教義が結合しました。

……その影響は3つの位格を持つ唯一の神……と定義する

様々なキリスト教の教義の中に今も存続しています。」3

聖なる真理の回復
神会の特質に関する真理が回復されたのは，1820年の春，

ジョセフ・スミスが聖なる森に入ったときのことでした。ジョ

セフ・スミスが祈っていると，ジョセフが「太陽の輝きにも勝

〔る〕」と表現した光の柱が現れました。ジョセフはこう記し

ています。「その光がわたしの上にとどまったとき，わたしは

筆紙に尽くし難い輝きと栄光を持つ二人の御方がわたしの

上の空中に立っておられるのを見た。すると，そのうちの御

一方がわたしに語りかけ，わたしの名を呼び，別の御方を指

して，『これはわたしの愛する子である。彼に聞きなさい』と

言われた。」（ジョセフ・スミス－歴史1：16－17）ジョセフは

この示現を通して幾つかの真理を学びましたが，とりわけ，

父なる神とその御子イエス・キリストが栄光に満ちた別個の

存在であられること，また聖書が教えるとおり，人は「神のか

たちに」創造された者であることを知りました（創世1：27）。

ゴードン・B・ヒンクレー大管長は言っています。「ジョセ

フ・スミスが1820年の春に森で短時間に経験したことは，神

とその愛する御子の性質と実在と本質について，人類が何

世紀にもわたって憶測してきたことよりも多くの光と知識，理

解をもたらしました。」4

1843年，ジョセフ・スミスは，神会について，直接受けた啓

示を通して学んだことを簡単にまとめました。「御父は人間

の体と同じように触れることのできる骨肉の体を持っておら

れる。御子も同様である。しかし，聖霊は骨肉の体を持た

ず，霊の御方であられる。もしそうでなければ，聖霊はわた

したちの内にとどまり得ない。」（教義と聖約130：22）

人の特質
わたしたちは，神が栄光に満ちた骨肉の体を有しておら

れることを知っています。しかし，神の特質について回復さ

れたこの知識から，人の特質と可能性について，末日聖徒は

独特の信条を持つに至りました。預言者ジョセフ・スミスは

かつて次のように教えました。

「神の特質を知ること，……そし

て，神もかつてはわたしたちと同

じような人間であられたことを確

実に理解すること，それが福音の

第一の原則です。……はしごを

登るときは，いちばん下から始め

て，1段1段登って行かなければ

なりません。福音の原則もこれと

同じです。最初から始め，昇栄

にかかわるすべての原則をすべ

て学び終えるまで，続けていかなければなりません。しかし，

あなたは幕のかなたに行っても長い時間をかけて学び続け

るでしょう。」5

ジョセフ・F・スミス大管長（1838－1918年）は次のように

教えました。「永遠の父なる神は……救い主であるイエス・

キリストの文字どおりの親であり，また人類の霊の親なので

す。……わたしたちは神の子供〔なのです。〕」6

オークス長老は，永遠の御父にかたどって創造されている

と信じているからといって，「わたしたちが神を完全に理解

できるほどの霊的成長を遂げていると主張しているわけで

はありません」と述べています。「また，わたしたちの不完全

な肉体と，栄光に包まれた不死不滅の御方の体を同一視し

ているわけでもありません。しかしわたしたちは，神が御自

身と神会の別の御二方について啓示された基本的な教えを

理解することはできます。そしてこの知識は，人生の目的と，

現世の後に復活体をもって迎えることになる永遠の行く末を

理解するうえで不可欠のものです。

回復されたイエス・キリストの教会の神学では，現世の生

涯の目的は，神の息子，娘として，神のようになるという永遠

の目標に到達する備えをなすことにあります。」7 ■

注
1.「背教と回復」『聖徒の道』1995年7月号，90

2.『聖徒の道』1995年7月号，90 参照

3.『聖徒の道』1995年7月号，90 

4.『聖徒の道』1995年7月号，91

5. History of the Church，第6巻，305－307

6.『歴代大管長の教え――ジョセフ・F・スミス』354－355参照

7.『聖徒の道』1995年7月号，92参照

聖
書が

教えるとおり，

わたしたちは

アダムのように

「神のかたちに」

創造されたのです。
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平安が訪れ，報いが与えられるとしたら，悪事

を行う人はいなくなることでしょう。そのような

状況下では，あらゆる人が善を行うでしょうが，

それは，そうするのが正しいからという理由で

行っているのではありません。そのような環境

では，強さを試す機会，人格を形成する機会，

力を伸ばす機会がなく，選択の自由もないで

しょう。……喜び，成功，復活，永遠の命，神

性も存在しないでしょう。」1

日本札幌ステーク帯広ワードの河
かわ

田
だ

利
とし

夫
お

兄

弟は，だれもが経験するように，人生の問題に

直面し，重大な決断を迫られました。河田兄

弟は1972年に教会員になり，1978年にハワイ

州ライエ神殿で妻のみゆき姉妹と結び固めら

れました。河田夫妻には二人の息子がいます。

河田兄弟は長年にわたって，帯広支部の支部

長，日本釧路地方部の部長，日本札幌伝道部の

副部長を務めてきました。

20年以上前，家族を築いて間もない河田兄

弟は，酪農を営む父親のもとで働いていました。

ある日，悲劇が起きました。火事に遭い，乳牛

を飼育していた大きな納屋と設備がすべて燃

えてしまったのです。財政的に破
は

綻
たん

した父親は

農協へ融資を申請しましたが，認められません

でした。このため，父親と兄は自己破産を申告

しました。一方河田兄弟は，法律上の責任はな

いにもかかわらず，すべての負債を返済しなけ

ればならないと感じていました。

どうすれば解決できるかを深く考え，ニンジ

ンを栽培することを決意しました。ジャガイモ

を栽培したことはありましたが，ニンジンを栽

道
徳的な選択の自由とは，自分自身の

ために物事を選ぶ能力を意味しま

す。選択の自由は，御父の偉大な幸

福の計画において根底を成すものです。その

ため，主はアダムにこう言われました。「そして，

善悪を知ることが〔あなたの子供たち〕に許さ

れる。それゆえ，彼らは自ら選択し行動する者

である。」（モーセ6：56）

道徳的な選択の自由を正しく使うならば，障

害を克服し，神性をはぐくみ，「神のあらゆる

賜物
たまもの

の中で最も大いなるもの」である永遠の

命にふさわしくなることができます（教義と聖

約14：7）。ヤコブはこう語りました。「あなた

がたは，自分の思うとおりに行動すること，す

なわち永遠の死の道を選ぶことも，永遠の命

の道を選ぶことも自由であるのを覚えておきな

さい。」（2ニーファイ10：23）

とても単純なことのように思えます。なのに，

必ずしもいつも正しい判断を下せないのはな

ぜでしょうか。一つの理由は，行動の結果がす

ぐに現れるわけではないからです。これは，す

ぐに結果を出すことを求められる世界に生き

ているわたしたちにとって，特に大きな試練に

なっています。スペンサー・W・キンボール大

管長（1895－1985年）はこう語りました。「悪事

を行うと，直ちに苦痛と悲しみが訪れ，大きな

罰が下されるとしたら，過ちを繰り返す人はい

なくなるでしょう。善を行うと，直ちに喜びと

七十人

ドナルド・L・ホールストロム

道徳的な選択の自由を

正しく使うならば，

障害を克服し，

神性をはぐくみ，

永遠の命に

ふさわしくなることが

できます。



培する方法については何も知りませんでした。種を植え，ニ

ンジンが育つよう熱心に祈りました。

このような時期も河田兄弟は教会の責任を忠実に果たし，

安息日を聖
きよ

く過ごし，什分
じゅうぶん

の一を納め続けました。いちばん

上等の服を着て，日曜日に教会へ出かける河田家族を見て，

近所の人たちはあざ笑いました。1週の中の1日を割くことは

痛手でした。特に収穫期は大変でした。什分の一を納める

ことはいつも容易なわけではありませんでしたが，従順にま

た喜びをもって主にささげ物をしました。

秋になりました。河田兄弟の育てたニンジンはとても甘く，

大きく，鮮やかに色づいていました。大量に収穫できたニン

ジンを販売するため，農協の援助を受けようとしましたが，断

られてしまいました。河田兄弟は断食し，祈ったところ，東

京で仲買人を探してみるべきだという印象を受けました。け

れども，知り合いも，つてもない中で，東京の仲介業者を探

すのは，とても難しいことでした。

祝福されて，河田兄弟は東京の大手の流通業者と契約を

結ぶことができました。それ以降，大きな成功を収めて，父

親の借金をすべて返済することができました。現在，河田兄

弟は多くの従業員とともに大々的に農業を営み，若い人たち

に農業の運営方法を指導しています。

河田兄弟は過酷な試練に遭いながらも，バプテスマ，神権，

神殿の聖約で交わした約束を忠実に果たすことを選んでき

ました。問題が解決するまでというもっともらしい理由をつけ

て，安息日に働き，教会の奉仕をせず，什分の一を納めない

という選択をすることもできました。しかし彼は「まず神の国

と神の義とを求めなさい」という戒めを守ることを決意して，

まさしく「これらのものは，すべて添えて与えられる」という

ことを知ったのでした（マタイ6：33）。

わたしが河田利夫兄弟を尊敬しているのは，苦難に打ち勝

ち，農業で成功を収めたからだけではありません。困難な時

期にあって，たとえすぐに報いが得られるという保証がなくて

も，あるいは物質的な報いがまったく得られないとしても，勇

気ある選択をしたことに特別な感動を覚えたのです。義にか

なって選択の自由を行使し，永遠の原則に従ってしっかりと歩

んだ河田兄弟の模範は見習う価値のあるものです。■

注
1. The Teachings of Spencer W. Kimball，エドワード・L・キンボール編

（1982年），77

38

妻
とわたしは農業に携わっていましたが，結婚す

るときに，安息日を聖なる日として守り続けるこ

とを決意しました。1978年にスペンサー・W・

キンボール大管長が発表した大管長会メッセージは今で

も覚えています。大管長は，日曜日に，動いていない農機

具が畑に放置されている光景をどれほど喜ばしい思いで

眺めたかについて語りました。大管長はまた，末日聖徒に

とって，安息日を聖
きよ

く過ごすことが，どのように信仰を表す

ことになるのかについて教えてくれました（「安息日――喜

びの日」『聖徒の道』1978年7月号，1参照）。

当時のわたしたちはほかの農家と共同で農機具を使って

安 息 日 を 守 る こ と

「安息日を守るには犠牲や自制が要求

されるとよく言われます。しかしその

言葉は当たっていません。……安息日

は価値ある聖い事柄を行う聖日です。

仕事とレクリエーションを控えること

は大切ですが，それだけで十分ではありません。安息日

には思いと行いを建設的なものにする必要があります。

……この戒めを守る人は，ひざまずいて祈り，レッスン

を準備し，福音を学び，瞑想
めいそう

し，病気の人や悲嘆に暮れ

ている人を見舞い，宣教師に手紙を書き，午睡し，健全

な本を読み，出席するよう期待されているすべての集会

に出席します。」

大管長　スペンサー・W・キンボール（1895－1985年）
「安息日――喜びの日」
『聖徒の道』1978年7月号，4参照
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いました。ほかの人と共同で作業をしているときに，日曜に働か

ないことを告げるのは容易ではありません。そのため，共同農

耕組織を脱退し，ジャガイモの栽培から手を引いたのです。

召しについて
当時わたしは支部長をしていました。日曜日に教会へ行か

なければ責任を果たせません。午前3時に起きて，牛乳を

搾り，家畜に餌
えさ

を与え，それから教会へ行って，面接を行い，

夕方の5時に帰宅するようなことが何度もありました。それか

らまた，牛乳を搾るのです。すべ

ての作業を終えると10時ころに

なっていました。当時は，ため息

をつきながら「やっと終わったよ」

と，よく口にしていました。

安息日を守るために払った犠牲に
ついて
安息日を破らないようにするために土曜日の真夜中まで働

いたことが時々ありました。そのようなときは睡眠時間をあま

り取れないまま，教会へ行きました。ある日，教会から戻ると，

1頭の牛が農場の柵
さく

に挟まって，死んでいました。また，安息

日に雨が降ったために，刈り取って積み上げておいた牧草が

だめになって数百万円の損害を受けたことが何度かありまし

た。そのような事故は日曜日だから起きたわけではないこと

を知っていました。そんなことにくよくよしていては，安息日

を守ることはできません。不慮の出来事は時を選ばずに

やって来ます。

信仰と堪え忍ぶこと
納屋が焼けて，畜牛を失ったときのことについて，ある人が

言いました。「あの状態から立ち直れたなんて，信じられませ

ん。」わたしたちはこう答えました。「立ち直るた

めの唯一の方法に従ったのです。それ以外の方

法では無理だったでしょう。」わたしたちはただ

安息日を守ることと，苦しみを乗り越えることだ

けを考えていました。神様が見守っていてくださ

り，祝福してくださっていることを信じていました。

ニンジンを栽培することについて
わたしたちはニンジンを栽培して，大きな成

功を収めました。ついに，落ち着いた生活がで

きるようになったのです。ニンジンのおかげで，

雨が降っても，毎週日曜に休みを取っても，心配

する必要がなくなりました。物事を自分で決め

られるようになりました。どのような召しが来て

も，以前より果たしやすくなりました。

わたしたちは大勢のパートを雇っています。仕事の最盛期

を迎えると，従業員は日曜日にも仕事をすることを提案しま

す。しかし，日曜は働かないことをきっぱりと言います。この

ことが分かった従業員は一生懸命に働いて，平日に休暇を取

ることもほとんどありません。若い従業員は子供たちと一緒

に過ごす日として，年配の従業員は孫を訪れる日として，日曜

日を過ごしています。

主への感謝
わたしたちにとって神の戒めを守ることは重大なことです。

安息日を聖く過ごすことを固く決意しています。それを曲げる

つもりはありません。できる限りのことをして生きてきた親の背

中を見て，子供たちは，神がおられること，神が祝福してくだ

さることを学びました。子供たちは真剣に耳を傾け，記憶に

とどめてくれています。

長男が日本福岡伝道部で伝道していたとき，伝

道部長はよくこう言って息子を紹介してくれまし

た。「河田長老のお父さんは安息日を聖く過ごせ

るようにするために，ジャガイモの栽培をやめま

した。河田長老はそのような家庭で育ちました。」

子供たちを見ると幸せを感じます。子供たち

は教会に来ています。伝道に出て，神殿で結婚

しました。わたしたちは天のお父様に感謝して

います。お父様はわたしたちを御存じであり，

祝福してくださいます。■

39／ 22 00 00 66 年年 11 月月 号号
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父
に神殿で結婚することを伝えようとし

たときは息が詰まりそうでした。恐

らく，夫が父から結婚の承諾を得た

ときよりも大変だったことでしょう。父は別の

信仰を持った立派な人でした。以前から何度

も，結婚は神殿ですると伝えてきました。戸惑

う様子はなかったものの，いざ結婚となると唯

一の子供の結婚する姿を見られずショックを受

けたり，腹を立てたりはしないかと気がかりで

した。

ありがたいことに，父は自分が神殿に入れな

いことよりも，わたしの幸せを第一に考えてくれ

ました。父は受け入れてくれましたが，周りの

人々は教会が神殿に対してどうしてそんなに厳

格なのか理解することができませんでした。

神殿について疑問を持っているのはこの人

たちばかりではありません。多くの人が，教会

は神殿について口を閉ざしていると考えていま

す。しかし，わたしは預言者たちの言葉が真実

であることを知っています。神殿は秘密

（secret）ではなく，神聖（sacred）なのです。1

神殿で行われることを詳しく話すべきではあ

りませんが，「神殿では何をしますか」「なぜ入

れてもらえないのですか」といった質問をする

人に伝えられることがあります。以下は皆さん

が尋ねられるであろう質問と，末日聖徒の神殿

に対して疑問を抱いている人に提供できる情

報の一例です。

「教会にはなぜ神殿がありますか」
世の初めから，主はその民に神殿を建てる

ように命じてこられました。2 教会が回復される

と，主は預言者ジョセフ・スミスに神殿を建てる

よう命じられました。神殿は主の宮です。3 神殿

では神聖な儀式が執り行われます。それはこ

の奉献された建物でしか執行できません。4

神殿が教会員にとって特別で神聖な理由は，

そこで執り行われる儀式が，神のもとへ戻り，家

族と永遠に結ばれるための備えとなるからです。

「わたしはなぜ神殿に入れないのですか」
神殿は神聖な聖約を交わす聖なる場所であ

り，神殿に入る人は霊的な備えをし，教会の標

準に従って生活する教会員でなければなりま

せん。

改宗して少なくとも1年経過し，監督や支部

長からふさわしいと認められ，神殿推薦状を

交付された成人であれば，だれでも神殿に参

入することができます。神殿に参入するための

ふさわしさには，様々な条件とともに，清い生

活をすることや，誠実であること，知恵の言葉

を守ること，什分
じゅうぶん

の一とささげ物をささげるこ

とが求められます。

神殿で結婚することを

父に

話すことになったとき，

それが

どれほど難しいかが

分かりました。

神殿で行われることを

詳しく話すべきでは

ありませんが，

質問がある人たちに

伝えられ，

役に立つ事柄が

幾つかあります。
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「教会員は神殿でどんなことをし
ますか」
教会員は，神殿で永遠の結婚な

どの神聖な儀式に携わります。永

遠の結婚は，夫と妻がこの世から

永遠にわたって結び固められる儀

式です。神殿は教えを受け，礼拝

し，会員が主イエス・キリストに仕

えることを聖約する場所でもありま

す。また教会員は，イエス・キリスト

の福音を受け入れる機会がなくこ

の世を去った人々の代わりに，バプ

テスマや確認などの儀式を執行し

ます。神殿では，皆奉仕で働いて

います。

「教会員はなぜ小さなかばんを
持って神殿に行くのですか」
神殿では，通常の服装から慎み深く簡素な白い服に着替

えます。白は清らかさと敬虔
けいけん

さを象徴しています。かばんに

は神殿着を入れて行きます。

「神殿の内部はどのようになっていますか」
（神殿の奉献前に実施される）オープンハウスでは，訪問

者が神殿の内部を見て回ることができます。神殿は美しく飾

られ，非常に清潔に保たれています。内部には結婚式など

目的に合わせて様々な部屋があります。神殿の敷地と訪問

者センターは通常だれでも入ることができます。神殿内部の

写真は，この記事の最後の段落に書かれた二つの冊子に

載っています。

地元にある神殿の開館時間と場所は，www.lds.org/

templesで知ることができます。神殿に関する記事を探した

いときは，www.lds.orgのオンライン教会機関誌にアクセスし，

「福音図書館（Gospel Library）」をクリックしてください。

「もっと詳しく知るにはどうしたらよいですか」
さらに多くの情報を人々に伝えたければ，www.lds.org/

templesにアクセスしてください。神殿の歴史と目的，一般的

な質問に対する答え，家族歴史と

神殿の業との関係についてさらに

知ることができます。

神殿に関する質問に答えるに当

たってさらに助けが必要な場合は，

『末日聖徒イエス・キリスト教会の神

殿』（35863 300）や『聖なる神殿に

参入する備え』（36793 300）を読む

とよいでしょう。『聖なる神殿に参入

する備え』の英語版は，www.lds.org

のサイトにも掲載されています。

「福音図書館」（Gospel Library）に

アクセスし，「教会出版物」（Church

P u b l i c a t i o n s），「教科課程」

（Curriculum），「オプショナルコー

ス」（Optional Courses）の順にク

リックしてください。■

注
1. デビッド・O・マッケイ“The Purpose of Temples，”Ensign，1972年1月

号，38参照

2. 歴代上22章；エズラ3－6章；ゼカリヤ6：13；2ニー

ファイ5：16；ヒラマン3：14参照

3. 教義と聖約88：119；97：12，15

参照。神殿の歴史と目的について

は，ボイド・K・パッカー「聖き宮居」

『聖徒の道』，1992年6月号，14参照。

4. 教義と聖約124：37－40参照。
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神 殿 に 参 入 す る
備 え
「神殿は神聖であるため，

主は神殿を汚すことのな

いよう望んでおられます。

神殿の祝福という特権に

あずかるために進んで備える人は，だれで

も神殿に参入することができます。備えは努

力という形でも表現されます。まだ若いころ，

両親に大学へ進学したい気持ちを伝えまし

た。すると両親は，勉学に熱心に励み，入学

に必要なあらゆる条件を満たして初めてそ

れが可能となることを教えてくれました。同

様に，神殿に参入するためにはその資格を

満たさなければなりません。肉体的に，知的

に，そして霊的に備える必要があるのです。」

十二使徒定員会　ラッセル・M・ネルソン
“Prepare for Blessings of the Temple”
Ensign，2002年3月号，18－19
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体にぴったりしすぎていたり，
短すぎたり，露出しすぎたりするものは，
教会の標準にはぴったり合っていません。

世の中に合わせて自分の標準を変えないでください。
（『若人の強さのために』14－16参照）



19 51年1月，わたしたちはアラ

スカ州フェアバンクスに住ん

でいました。そこは，北極圏

からたったの100マイル（160キロ）南

に下った町です。当時，わたしはアメ

リカ空軍のパイロットで，各地へ貨物

を輸送する任務のためにアラスカ州

ノームでの2週間の任務を受けていま

した。

アラスカの冬は太陽の出ている時間

がとても短く，日が照っていないとでき

ない任務は，太陽が地平線より上にあ

る短い時間に行う必要があります。1

月，太陽は真昼に1時間足らず出るだ

けです。わたしはギャンベルの小さな

前哨基地に貨物を運ぶことになりまし

た。ギャンベルはセントローレンス島

にある先住民の村で，シベリアのチュ

クチ半島から数マイル，ノームから

ベーリング海を横切って200マイル

（320キロ）ほどの所に位置します。

その当時，セントローレンス島には

飛行場がなく，海岸に近い凍結した湖

を滑走路として利用していました。湖

の氷の厚さは19インチ（48センチ）

あったので，積み荷を満載にしたC47

貨物機が着陸しても問題はありません

でした。しかし，照明施設が整ってい

ないため，日の出時間である午前11時

30分に到着できるよう計画し，出発は

1時間後の日の入り，午後12時30分に

予定しなければなりませんでした。

気象予報士が「その日一日は好天だ」

と断言したため，わたしはギャンベル

の基地の人々に向けた貨物を1,000ポ

ンド（450キロ）余分に積めるよう，飛

行機の燃料を満タンにしないことにし

ました。ギャンベルとノームの往復分

と，予備として30分余計に飛べるだけ

の燃料を補給したのです。

離陸は午前10時でした。雲の切れ

間から星がちらちらと見えます。ギャ

ンベルには予定どおり到着しました。

ちょうど北極の太陽が地平線から顔を

出し始めていました。飛行機は着陸し，

わたしたちは部隊のために荷物を降

ろしました。

そして，再び離陸する準備ができた

ときには，辺りは薄暗くなりかけてい

ました。離陸した直後，ギャンベルの

気象台から緊急の連絡が入り，ノーム

の天候を確認するように言われまし

た。飛行を続けながらノームに無線連

絡を入れたところ，北極からのブリ

ザードが張り出してきているとのこと

でした。あと1時間のうちに，地上で

の視界は1マイル（1.6キロ）を切るだろ

うと予測されました。ノームにはレー

ダー着陸システムは配備されておら

ず，このような状況では，空港としては

着陸許可を出すわけにはいきません。

たった30分のフライト分の余剰燃料で

は，別の空港まではもちません。いず

れにしても，巨大な吹雪が急接近して

いる状況では，北アラスカには着陸で

きる空港はありませんでした。

言うまでもなく，わたしたちは危険

な状況に置かれていました。外気は

摂氏マイナス40度で，風速15メートル

の暴風です。そのような環境にパラ

シュートで飛び出すことは，ほぼ即死

を意味します。

幼いころから祈るように教えられ，

毎日祈ってはいましたが，あの日ほど

主の助けを必要としたことはありませ

んでした。わたしは天の御父に，何を

すべきか尋ねました。わたしにはフェ

アバンクスに住む妻と3人の子供がい

ます。そして副操縦士と搭乗員長にも

家族がいます。わたしたちは，もしも

天の御父の助けがなければ，家族とは

もう二度と再会できないことが分かっ

ていました。祈りをささげ，1時間ほど

飛行を続けたとき，ノーム空港近くの

どこかに不時着し，その衝撃に耐える

ことができればだれかが発見してくれ

るかもしれないという気になりました。

わたしたちが窮地に陥っていること

は，ノームの無線室からアラスカ空軍

司令部に知らされており，対応方法に

関するわたしの意見を出すよう，

緊急の要求が出されました。不

時着のことをノームに伝えると，

このような天候ではそれは不可

能だと即時に返答がありました。

かといって，代替案は示され

ませんでした。
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ノームに近づいたとき，わたしは通

信士に，燃料が続くかぎり低空飛行を

繰り返して雲の切れ間を探してみると

伝えました。3回トライしましたが，視

界をふさぐ吹雪以外には何も見えませ

ん。4回目のアプローチのとき，ほんの

一瞬，赤いライトが点灯したのが目に

入りました。そして最低飛行高度に達

したとき，わたしの眼前にちらりと白い

ライトが見えました。どこで見たのか

を記憶にとどめるには十分な時間で

す。飛行場の上空であることに間違い

はありませんが，厳密にどこを飛んで

いるかは想像すらつきませんでした。

今しかチャンスがないことは分かっ

ていました。恐らく墜落するか，もしく

は爆発するだろうと思って

いました。しかし，飛行機

は滑走路の真ん中に着陸

し，何の問題もなく停止し

ました。

そのような着陸ができる

確率は天文学的な数字に

なります。主の助けがな

ければ，飛行機をあのよう

に着陸させることは不可

能でした。主はどのように

助けてくださったのでしょ

うか。まず，管制塔の制止にもかかわ

らず，どこに着陸させればよいのかを

教えてくださいました。そして，わたし

には分からない何らかの

方法で，主はわたしを滑

走路へと導いてくださった

のです。

祈りには力があることを

証
あかし

します。主に不可能は

ありません。主を心から

求め，教えに従おうと努め

るなら，主はわたしたちを

助けてくださいます。■

ケネス・B・スミスはユタ州セント

ジョージ・モーニングサイドステーク，

モーニングサイド第5ワードの会員

です。

低
空飛行を

3回

繰り返して

雲の切れ間を

探してみましたが，

視界をふさぐ

吹雪以外には

何も

見えませんでした。
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ま
だ2歳の幼いころに，わたし

は父を悲惨な事故で亡くしま

した。当時わたしには7歳の

姉と6歳の兄がいました。3人の幼い

子供を養う必要があった母に

とって，その後の生活は

とてもつらいもの

でした。何かの

理由で，母はわ

たしに，父が旅

行に出ていると

言うことにしま

した。きっと，

あまりにも悲し

い出来事だったの

で，ほんとうのことを

伝える勇気がなかったのでしょう。

わたしは父と会うことを心待ちにし

ていましたし，優しい声を聞いたり，

腕に抱かれたりするのを楽しみにして

いました。誕生日が来ては待ち，クリ

スマスが来ては待つ，ということの繰

り返しでした。

そんなある日，近所に住む同い年の

女の子がわたしに真相を告げました。

わたしは大きな衝撃を受け，激しく泣

きました。以前にも増して父親と一緒

にいる子供たちが目につくようになり

ました。何て自分は惨めなのだろうと

思いました。

月日は過ぎ，わたしは末日聖徒イエ

ス・キリスト教会でバプテスマを受け

ました。そして善良な男性と結婚しま

した。彼は教会員ではありませんでし

たが，証を得，バプテスマを受ける決

意をしてくれました。

教会の会員であることにより，人生の

中で最もすばらしい祝福が与えられま

した。わたしたちは家族が永遠である

ことを学びました。今までばらばら

だった家族の鎖が，世代を

超えてつながるので

す。神殿の儀式を

通して，父は身代

わりのバプテ

スマを受ける

ことができ，

父の両親と結

び固められま

した。そして，

ついにはわたしも父

と結び固められたのです。

夫はわたしの父のためにバプテス

マを受け，わたしたちは必要な神殿の

儀式をすべて完了しました。主の御
み

霊
たま

は，わたしたちに大きな喜びを運んで

くれました。子供のときに経験した苦

悩は，この喜びと祝福に比べれば取る

に足りないものに思われます。家族が

永遠であるという知識は，父とともに

過ごせたであろうクリスマスや誕生日

よりもすてきなことです。

現在，父は父の両親と結び固められ，

その両親はまたその両親に結び固め

られています。わたしはとても幸せな

経験をしたので，先祖がともにいられ

るよう，自分の時間の多くを家族歴史

にささげるようにしています。神殿の

働きは，わたしたちの生活に最も大い

なる祝福をもたらしてくれます。■

シルビア・ジラードはユタ州マグナ中央ステーク，

スペンサー第5ワードの会員です。

ドアを開けては
いけない！
ジャネット・ダン

そ
の夜はとても冷え込み，雪が

激しくたくさん降っていまし

た。わたしは暖かくて安全な

家におり，3人の子供たちは安らかな

寝息を立てていました。夫は監督会の

ために約5マイル（8キロ）離れた教会

に行っていました。8時30分ごろ，思

いがけずだれかがドアをノックしまし

た。そのとき，突然わたしの中に，「ド

アを開けてはいけない」という強い思

いを感じました。このような確信，つま

り危険に対する警告をそれほどまでに

強く感じたことはありませんでした。

そのため，「どなたですか」との問い

に，夫の兄弟だという答えが返ってき

たときにはとても驚きました。夫の

たった一人の兄弟マイケルは教会員

で，70マイル（100キロ）離れた所に住

んでいます。彼とはとても良い関係に

あり，以前から何度もそうしていたよ

うに，家に訪ねて来ることは何ら不思

議なことではありません。数日泊まっ

ていくこともあります。電話をしてこな

かったことも，驚くことではありません

でした。荒天のため，電話が通じなく

なっていたからです。わたしは何も心

配する必要はなかったはずです。こん

な寒い夜に彼を迎え入れるのはごく

当然のことなのです。

強く感じた気持ちの意味や，自分が

どうして彼に「夫は教会にいるからそ

ちらに行ってくれない？」と彼に言うよ

うに促しを受けたのか理解できません

でした。ぎこちない沈黙の後，義理の

兄弟は少し奇妙な様子で，その日は電
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父への贈り物
シルビア・ジラード



車とバスを乗り継いで来て，今は雪が

深くなっているということを話しました。

ある理由のため決してドアを開けて

はいけないという力強い促しを引き続

き感じました。わたしは気を落ち着け

て，「申し訳ないけど，教会に行って夫

と会ってくださらない？」と，もう一度

伝えました。

その日の晩，わたしは自分のしたこ

とについて思い返していました。「マ

イケルが，寒い冬の夜に電車とバスで

何時間もかけて訪ねて来たというの

に，かわいそうに，わたしは追い返し

てしまった。どこのだれがそんなに思

いやりのないことができるだろう。」し

かし同時に，「危険が迫っているので，

ドアを開けてはならない」という強い

警告を受けたという確信も否定できま

せんでした。

夜も更け，夫が戻るころにはわたし

はほとんど眠りかけていました。夫と

そのときの状況を少し話しましたが，

夫は確かに彼と教会で会って，今は階

下で眠っていると言い

ました。わたしはもう

恐れを感じず，その夜

はぐっすり眠りました。

翌朝，わたしはどう

やってマイケルに昨晩

の行動を説明しようか

と頭を悩

ませまし

た。彼は

怒るかも

しれませ

ん。深呼吸をして，朝

食の準備のために台

所に入りました。「マイ

ケル，昨晩のことだけ

ど……。」話しかけて

やめました。怒るどこ

ろか，彼がほほえんでいたからです。

「昨日の夜はぼくたちを入れてくれな

くてよかったよ」と彼は言います。彼

が一人でなかったとは知りませんでし

た。続けて彼は，電車の中で学校の

旧友であるスティーブと出くわしたこ

とを話してくれました。スティーブが麻

薬のせいで精神的に異常な状態に

陥っていることにしばらく気づかな

かったため，マイケルは自分が今から

どこへ行くのかを話してしまっていま

した。スティーブは時間がたつにつれ

てますます凶暴になり，お金と眠る場

所を求め，そして義理の兄弟が言うと

ころの「最低最悪の魂胆」をもって無

理やりマイケルを家まで案内させてき

たと言うのです。

マイケルが続けます。「だから，ドア

の外に立っているときにぼくたちを入

れないでくれるようにお祈りしていた

んだ。遠くの教会に向かって歩き

出したときには，もうスティーブ

は興味をなくしていて，どこかほかに

行って『楽しみ』を見つけると告げ，い

なくなったのさ。」

あの日の夜，わたしや家族にどのよ

うなことが起こり得たかは想像もつきま

せん。しかし，地上で最も価値のある

教訓を学べたことに永遠に感謝し続け

るでしょう。それは，聖霊の促しに従う

ということです。たとえ納得できる理由

がなかったとしても，その小さな細い

声により頼むこ

とでわたした

ちは守られる

のです。■

ジャネット･ダンは

イギリス･リーズス

テーク，リーズ第4

ワードの会員です。

ド
アを

ノックする音を

聞いたとき，

突然わたしの中に，

ドアを開けては

いけないという

強い思いを感じました。

47／ 22 00 00 66 年年 11 月月 号号



困難なときの答え
『リアホナ』は，何度も困難なときに

答えを示してくれたので，わたしたち

にとってとても特別なもので

す。リーハイの家族にとって

そうだったように，『リアホ

ナ』はわたしたちにとっても

真の羅針盤となってきまし

た。我が家にこの機関誌

が届くまでの過程で働くす

べての人に感謝します。

ブラジル・

フォルタレザ南ステーク

ベネザ支部

フランシスコ・デ・アシス・スーザ・ドス・レイス

マルタ・レジャン・サンタナ・デ・スーザ・レイス

『リアホナ』は信仰を持つ助けになり
ます
初めて目にした『リアホナ』は，当時

は友人で後に夫となった人が，アルゼ

ンチンとチリでの伝道を終えて合衆国

に帰還したときに持ち帰ったものでし

た。その後わたしはチリで伝道しまし

たが，この機関誌が大好きで，信仰を

築くのに役立つ『リアホナ』を会員たち

が持っていたことにとても感謝しまし

た。現在トンガで年配の宣教師として，

教会でのレッスンに『リアホナ』

を使っています。『リア

ホナ』をありがとう！
トンガ・

ヌクアロファ伝道部

メアリー・ルー・

エルスワース姉妹

真理を求める
たくさんの人
福音のもた

らす偉大な祝

福を分かち合う

機会に感謝しま

す。『リアホナ』

読者からの便り

のおかげでわたしたちは教化され，強

められて，現代の世にある様々な試練

を克服することができるようになります。

今，世の中にはたくさんの悪があります

が，そのような中でも人々は

真理を求めています。預言者

ジョセフの時代と同じように，

人々は混乱していて真実の教

義を聞きたいと望んでいるので

す。毎月送られてくるすばらしい

贈り物に感謝します。

ベネズエラ・

サンクリストバルステーク

カパチョ支部

フェリックス・オマル・サルミエント・パラダ

新しい始まり
父が突然に亡くなったとき，悲しみの

あまり，とても耐えられそうにありませ

んでした。教会員になってすでに16年

が過ぎており，このような経験に対する

準備はできていると思っていたのです

が，実際には，もがき苦しみました。

父の死から１か月ほどたったある晩，

2004年9月号の『リアホナ』を手に取っ

て読み始めました。「末日聖徒の声」の

コーナーで，「死は新しい始まり」とい

う題のクラウディア・ヨランダ・オーティ

ス・エレーラの記事がすぐに目に留まり

ました。筆者の経験がとても似ていて，

3度その記事を読んで，たくさんのこと

についてそれまでよりもよく理解できる

ようになり，心が穏やかになりました。

天の御父とイエス・キリストが生きてお

られるという証
あかし

は強められ，確かに死

は単なる始まりにすぎないと気づきま

した。『リアホナ』とすばらしい記事に

とても感謝しています。

コロンビア・

バランキージャ・ヒポドロモステーク

コスタエルモーサワード

ズリマール・ロドリゲス・カストロ

花
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指導に関する記事を
お寄せください

良い指導法の下では，物語や実例を通

して最もよく学ぶことができます。あなた

は指導者として，自分が仕える人々の生活

を祝福するために特別な努力をしたこと

がありますか。もしくはあなたの生活は

霊感を受けた指導者によって祝福されて

きましたか。『リアホナ』の読者にあなた

の経験を紹介してください。

電子メール――

cur-liahona-imag@ldschurch.org

郵送――

Leadership Experiences Liahona

50 East North Temple Street,

Floor 24,

Salt Lake City ,  UT 84150-

3220. USA

住所，氏名，電話番号，電子メールアド

レス，ワード／ステーク（支部／地方部）を

明記してください。



「ウィルフォード・ウッドラフ長老」フィリッポ・ピストラッシ画
ロンドンで宣教師をしていたとき，当時33歳のウィルフォード・ウッドラフは妻フィービーの要望にこたえて，「肖像画を描かせ」た。

彼はこう記している。「肖像画のためにピストラッシ氏の前でポーズを取るのも今日
きょう

が最後だった。

彼によれば，『まさにそっくり』だそうだ。」

最近修復されたこの肖像画は，ウィルフォード・ウッドラフ長老を描いた絵としては，最も若いころの肖像として知られている。



「アダムは，自分がしなければならなかったことを行っただけです。

アダムはある良い動機でその実を食べました。

それにより，皆さんやわたし，またすべての人を

この世に送り出す扉が開かれました。

……わたしはアダムに感謝したいと思います。

この地上に生まれ，死すべき状態を経験する特権にあずかり感謝しています。

教会の会員として，また神の王国にあって

自分に与えられている聖約と義務に正直で誠実であるならば，

わたしは永遠の御父のもとに戻る特権を与えられるでしょう。」

ジョセフ・フィールディング・スミス

「人に死すべき体をもたらしたアダムの役割」8ページ参照
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